
名古屋大学工学研究科
電気工学専攻
電子工学専攻

情報・通信工学専攻

研究室紹介



電気エネルギー貯蔵工学　
福塚研究室

エネルギー制御工学　
横水研究室

電力機器・エネルギー伝送工学　
早川研究室

パワーエレクトロニクス (S)
栗本研究グループ

パワーエレクトロニクス　
山本研究室

プラズマエネルギー工学
大野（哲）研究室

機能性・エネルギー材料工学
吉田研究室

核融合電磁物性工学
中村研究室

宇宙電磁観測
塩川研究室

宇宙情報処理
三好研究室

電気工学専攻

プラズマエレクトロニクス　
内田・鈴木研究室

プラズマナノプロセス科学　
石川研究室

生命エレクトロニクス
田中 ( 宏 ) 研究室

電子工学専攻

画像情報学　
藤井研究室

情報ネットワーク
長谷川研究室

先端情報環境グループ
河口研究室

暗号・情報セキュリティ　
岩田 ( 哲 ) 研究室

無線通信システム　
水谷研究室

通信理論　
山里研究室

インテリジェントシステム
小川研究グループ

制御システム
道木研究室

情報・通信工学専攻

ナノバイオセンシング　
高橋研究室

機能集積デバイス　
牧原研究室

先端デバイス
須田研究室

量子光エレクトロニクス
西澤研究室

量子集積デバイスシステム
田中 ( 雅 ) 研究室

光エレクトロニクス
川瀬研究室

ナノ情報デバイス
天野・本田研究室

ナノスピンデバイス
加藤（剛）研究室

ナノ電子物性
五十嵐研究室

ナノ電子デバイス
大野（雄）研究室

エネルギーシステム工学　
加藤 ( 丈 ) 研究室

コンピュータ・アーキテクチャ　
粟野研究室



電気工学専攻電気エネルギー講座
電気エネルギー貯蔵工学研究グループ

福塚研究室

研究室概要

電力を有効に貯蔵・利用するために必要不可欠なエネルギー変換デバイスに関する基礎
研究を行っています。特に電気自動車や定置用電源に用いるリチウムイオン電池や次世
代型二次電池に関して、基礎研究や新規材料開発を行っています。

基礎学問は電気化学という化学の一分野になるため、異分野に見えるかもしれませんが、
電子およびイオンの移動に立脚した分野であり、電気系の科目と重なるところも多いで
す。名大で二次電池を専門とする数少ない研究室です。化学や二次電池の反応、材料開
発に興味がある方はぜひ！

教授:福塚友和、助教：片倉誠士 学生:M2×2名、M1×4名、B4×4名

電気エネルギーと化学エネルギーの相互変換に資する
エネルギー変換デバイスの構築

～電気エネルギー貯蔵デバイスの基礎研究から応用研究まで～

研究のターゲット

リチウムイオン電池、次世代型二次電池（全固体二次電池、多価金属電池、水系二次電池）、
黒鉛層間化合物、など

電気エネルギーの有効利用へ向けて

電気化学測定装置
不活性雰囲気
グローブボックス

全固体電池 Ｘ線回折装置黒鉛負極

40 μm

研究室HPはこちら

連絡先: 片倉 (katakuras_at_nuee.nagoya-u.ac.jp) 

走査型電子顕微鏡



1. 大電力，大電流制御(高エネルギーを操る）

・ 各種高温ガスでの生成気相分子種・生成凝縮相種・電気絶縁特性の解明

・ 量子化学計算による分子特性の解明：振動定数，回転定数など

・ 車載DCモータのブラシ・整流子片開離での電圧・電流過渡推移解明

・ 自動車内DCシステム用ヒューズの高電圧下電流遮断：

SiO2消弧材への高分子材混合

・ 電力システムにおける環境調和型アーク遮断技術，

大容量スイッチング機器の小型化指針

・ 低電圧直流限流アークの物理メカニズム

電気エネルギーシステム・機器の特性解明と高性能化

－大電流を基盤としてー
・名古屋大学 大学院工学研究科 電気工学専攻
電気エネルギー講座 エネルギー制御工学研究グループ 横水研究室
・名古屋大学未来材料・システム研究所 エネルギーシステム（中部電力）寄附研究部門

■横水/岩田研メンバー

教授：横水康伸、
助教： 兒玉直人，

情報交換メンバー： T社，M社， H社，F社，C社，D社，N社， D所，

T大，A大，S大，T大およびK大の方々など (順不同)

■研究内容

電気は，社会活動の持続的発展にとって，また各種機器にとって必須エネルギーです。近年では，直流高電圧・

大電流化，多頻度使用，地球温暖化，および分散型電源とその遠隔設置などに対して，様々な解決・現象解明が

求められています。私達は，これらに関わる物理・化学・電気現象を解き明かすこと，新計測・新適用技法を考案

すること，新しい応用分野を創出することなど，多くの研究テーマに取り組んでいます。
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特任教授岩田幹正，特任助教 Danish (中部電力(エネルギーシステム)寄附研究部門)
博士後期課程：4名(名古屋大学，日立，古川電工，能開大)
博士前期課程：9名、
卒研生：4名
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3. 配電・受配電システム（分散型電源/高電圧DC電源との協調)

・大容量太陽光発電システムが連系された配電システムの電力伝送特性

・ DC電源が設置された送配電系統における短絡電流と開閉保護機器に求められる仕様

・スマートメータの利用による

高圧配電線上での電圧分布の推定

・需要家直流給受電ネットワークの運用指針

2 . 次世代の機器・診断技術（未来技術を開拓する）

・高電圧DC電力機器に対するAC代替試験法の指針

・電力システムへのSiCパワー半導体適用技術の開発

・微少アーク放電の検出方法

・自動車内DCシステム用ヒューズの高電圧下電流遮断：

SiO2代替消弧材の探求

・ ACおよびDC消弧室内アークの診断法開発

・電磁界数値解析手法の高精度化

■ 共同研究機関および情報交換機関

研究テーマのいくつかは
・東芝エネルギーシステムズ， ・日立製作所， ・三菱電機，・デンソー， ・太平洋精工， ・電力中央研究所，
・日新電機， ・中部電力， ・エナジーサポート， ・ XF社， ・XA社， ・XS社など(順不同)

の方々と打合せして，進展させています。研究テーマ学生は，その打ち合わせ会に参加し，活躍しています。

■研究成果発表

研究室活動での研究進展を，電気学会全国大会・研究会，電気設備学会全国大会，国際会議，および学術論文雑誌
で，学生・教員ともに，発表しています。

■受賞

国際会議および学会大会から，発表賞などを頂いています。

・・・・・・・ ・・・・・・・

所属 名古屋大学 大学院工学研究科 電気工学専攻エネルギー制御工学研究グループ

名古屋大学未来材料・システム研究所 中部電力(エネルギーシステム)寄附研究部門

場所 名古屋大学東山キャンパス IB電子情報館 北棟 5階 501-506室 ,   7階， 工学部2号館北館 1階 128室と132室

■研究室
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次世代のエネルギーシステムを担う

電力機器・エネルギー伝送工学研究グループ

早川研究室
http://www.hayakawalab.nuee.nagoya-u.ac.jp/

電気エネルギー材料

超電導電力機器・システム

超高速・高感度測定による放電メカニズムの解明 誘電率／導電率傾斜機能材料（FGM）の創製

電力機器の監視・診断技術の高度化・合理化 電気自動車／電動推進航空機用モータの高電圧化

電気エネルギー機器・システム

超電導・極低温環境下における高電圧技術・機器開発

超高速・高感度
部分放電測定装置

電気絶縁で使用される様々な絶縁媒体（気体/液体/固体/
真空）における放電メカニズムを解明し，電気絶縁の最適化・
環境低負荷化を目指します。

誘電率/導電率傾斜分布により電気機器内部の
電界分布を制御可能な革新的絶縁材料の開発・
実証を進めています。

電力機器のライフサイクルの最適化等を目指し，電力
機器の絶縁診断を放電メカニズムの観点から高度化・
合理化していきます。

インバータ駆動モータの高電圧化・高周波数化に伴い
発生するスイッチングインバータサージに対する電気
絶縁技術の高電圧化・高信頼化を目指します。

エナメル被覆線間の部分放電

世界初の2MVA級
超電導限流変圧器

動的絶縁破壊

超電導限流ケーブル

超電導電力機器で必要とな
る極低温環境下における高
電圧・システム技術を開発し
ています。特に，冷媒の沸騰
現象下における電気絶縁の
合理化を世界に先駆けて進
めています。

教員：２名 秘書：２名
Ｄ３：１名 Ｄ２：２名
Ｍ２：３名 Ｍ１：７名
Ｂ４：４名 計２１名

コンデンサ形
計器用変圧器

｢PEP（パワー・エネルギー・プロフェッショナ
ル）育成プログラム｣は、電力・エネルギー分
野において5年一貫で博士人材を育成する
13大学連携の卓越大学院プログラムです。
電気工学専攻博士前期課程に在籍中・入
学希望の学生が応募することができます。
https://www.waseda.jp/pep/

真空インタラプタ
真空中沿面放電

真空中放電による
電極コンディショニング

X線測定

245kV-GIS用FGMスペーサ

部分放電進展による
余寿命推定

800kV級雷インパルス発生装置

245kV級試験用変圧器

ガス絶縁開閉装置(GIS)



教授：加藤丈佳、MaSS客員教授：太田豊
学生：D×２名、M2×３名、M1×１名、B4×３名，その他数名

（内、社会人D1名、留学生D１名）
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実機試験による制御手法
の有用性検証

電気工学専攻電気エネルギー講座

エネルギーシステム工学研究グループ 加藤(丈)研究室
（未来材料・システム研究所・協力講座）

フレキシブルな電力・エネルギーシステム技術で
持続発展可能な社会を支える

研究室HPはこちら

2050年カーボンニュートラルの実現に向け、再生可能エネルギーの大量導入や海外から
の水素等の調達など、様々な取り組みが必要です。本研究室では、 これらに資する柔軟

な電力・エネルギーシステムの構築を目指し、様々なアプローチの研究を行っています。

需給インバランスの削減のため
の需要家機器制御手法の構築
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パワーエレクトロニクス研究室

教授

山本真義

Masayoshi YAMAMOTO

准教授

今岡淳

Jun IMAOKA

教員  7名 

研究員 1名 秘書  4名

博士後期 7名 博士前期 12名

学部生 7名 （2025年1月時点）

研究室HPには

紹介しきれない

様々な情報が満載！

GaN半導体による電力変換

次世代パワー半導体の、GaNパワー

半導体やSiCパワー半導体が

注目されています。

当研究室では、GaN（窒化ガリウム）

半導体FETのスイッチングの

メカニズムを回路シミュレータにより

再現することに成功しました。

全出力領域効率99％インバータ

このインバータはGaNパワー半導体のポテンシャル

を

最大限に引き出すことで、ほぼ全出力領域において

99%を超える電力効率を

実現することができた回路です。

GaNパワー半導体では損失、すなわち熱がほとんど

発生せず、冷却フィンが不要となっています。

ワイヤレス電力伝送
ワイヤレス電力伝送技術はスマートフォン等の機器

充電のために実用化され、電気自動車への給電への応用も

世界的に研究されています。

本研究室では車載用途や船舶、航空機などの用途に適した

ワイヤレス給電技術を研究し、また、

新原理のワイヤレス給電方式の基礎研究も行っています。

次世代磁気部品

パワエレ回路にはトランス、インダクタと

いった磁気部品が使われます。

新規の磁気コア構造や巻線構造を提案し、

既存のものよりもエネルギー密度を

向上させる手法を

提案・実証をしています。

電動航空機のモデリング

モータやインバータ、バッテリーなどの機器をモデル化して、電動航空機内のシステム全体の

シミュレーションを行っています。将来的には、モデル化によって試作コストの低減や開発期

間の短縮が期待できます。



パワエレの技術で作られた回路は小さなスマホから大きな飛行機まで、

今の社会で求められている「モノ」を動かしています。

そして、「モノ」を生み出すために私たちが大切にしていることがあり

ます。

本研究室では受動素子メーカーから完成車メーカーまで、

学生が主体となって

20社以上の企業と共同研究を実施しています。

自分の成果を独力で改善していく問題解決能力、

企業さんとの交渉・外交能力、責任感を全うするリーダーシップ

の育成等、共同研究に揉まれながら技術だけではなく

社会人として必要な人格形成も実現可能です。

自分の可能性を広げたい、自分に自信を持ちたい、

社会に貢献したい皆さん、思い切って飛び込んできて下さい。

皆さんがどれだけ全力を尽くしても全然足りないくらい、

広い世界を用意して待っています！

外交力

アクセス
本研究室の雰囲気を感じたい、

充実した実験設備の見学をしたい方へ。

いつでも研究室を見学しに来てくださ

い！

ご連絡をお待ちしています！

連絡先（Mail）

yamamoto.masayoshi.n5@f.mail.nagoya-u.ac.jp C-TECs 4階401室C-TECs 4階401室

mailto:yamamoto.masayoshi.n5@f.mail.nagoya-u.ac.jp
mailto:yamamoto.masayoshi.n5@f.mail.nagoya-u.ac.jp
mailto:yamamoto.masayoshi.n5@f.mail.nagoya-u.ac.jp


栗本研究
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現に貢献すべく、電力機器や

電動モビリティを革新する固体絶縁材料の研究を推進しています。

パワーエレクトロニクス（S）

～固体絶縁材料の高耐圧エンジニアリング～
Solid Dielectrics Group

実験室や研究居室の見学は、随時受け付けます。希望する方は、
栗本(kurimoto.muneaki.t6@f.mail.nagoya-u.ac.jp)までご連絡ください。

准教授 栗本 宗明

所属学生

・博士後期課程：3名
・博士前期課程：2名
（2026年4月1日時点）

洋上風力発電電力ネットワークや次世代EVが

必要とする高耐圧パワー半導体モジュール

例えば、洋上風力発電の発電電力を効率よく流通する次世代電力ネット

ワークの構築や次世代EVの実現には、交流-直流/直流-交流電力変換に用い

られるパワー半導体モジュールの高信頼性と低損失化が必要です。次世代

パワー半導体素子として期待されるSiC素子、GaN素子は、内部電界が現行

Si素子に比べて一桁以上高い電界で動作します。素子表面を保護する絶縁体

に高い電界ストレスが加わるため、絶縁体の高耐圧化が極めて重要な課題

となります。

ナノコンポジット絶縁材料と

高耐圧エンジニアリング

従来の絶縁体では、既存の現象や材料の組み合わせで高耐圧化を行ってきました。

私たちの研究グループでは、ナノからマクロまでのメソスケールな構造の制御から

新しい現象や固体絶縁材料を創造して、既存の絶縁体の限界を打破し、電力機器や

電動モビリティを革新するという野心的なアプローチをとっています。

研究テーマを一つ紹介します。私たちは、コロナウィルスのサイズと同程度の粒

子を固体絶縁材料に添加することで耐圧を高めることに成功しています。私たちは、

この新材料を「ナノコンポジット絶縁材料」と呼び、これに関するISO国際規格の

開発（ISO/PWI12948(Project Leader:Dr.Muneaki KURIMOTO)）も現在進めて

います。このナノコンポジット絶縁材料を理論・数値計算で設計し、実際に合成・

作製し、さらには高耐圧性能を評価しています。これら3つの軸の高耐圧エンジニ

アリングに加えて、最近では、情報科学、インフォマティクスを加えた4軸にして、

さらに高耐圧な固体絶縁材料の開発の加速に取り組んでいます。

OUR VISION

RESEARCH PROJECT

MEMBER

工学部 G30自動車工学プログラム，大学院 工学研究科 電気工学専攻
未来材料・システム研究所 未来エレクトロニクス集積研究センター

物性評価

固体絶縁材料
の作製

理論・数値解析

情報科学

・絶縁破壊特性
・粒子分散評価
・誘電、導電特性
・3Dプリント治具
など

・粒子分散制御
・コンポジット化
・3Dプリント材料
など

・電界分布解析
・電荷トラップ
・サイズ効果
など

・画像解析
・材料選定
などに利用

今後の
取り組み

ウィルスサイズ程度の
ナノ粒子

ナノコンポジット絶縁材料

高耐圧
エンジニア
リング

（母材）

Offshore
wind

power

Power
converter

HVDC power
transmission

AC power
transmission

AC power
transmission

パワー半導体素子

素子表面を
封止する絶縁体

高電界ストレスによって絶縁破壊
やコロナ放電が発生した結果、
モジュールの機能停止・故障

Power
converter

研究グループ
ホームページ

研究紹介ページ
（NEDOのHPへアクセス）

研究員︓2名



核融合プラズマ物性の理解と制御
新領域プラズマへの挑戦

電気工学専攻
先端エネルギー講座

プラズマエネルギー工学グループ
大野（哲）研究室

工学部５号館261室 ohno@ees.nagoya-u.ac.jp

―プラズマって何？－
私たちの周りには、空気と呼ばれる主に窒素分子で構成された気体が漂っています。彼らはお互い衝突しあいながら、ランダム

に漂っています。これら分子の平均速度によって温度というものは決められています。それではこの速度（温度）をさらに上げて
いったらどうなるのでしょう？今まで原子と原子で構成されていた分子はもはや分子としていられなくなって、ついに原子は壊れ
電子が飛び出し、正の電荷を持つイオンに電離します。つまり電離したときに飛び出した自由電子と、かつて原子だった正イオン
粒子の集団となります。このような状態をプラズマと呼びます。

                                              ―核融合反応、核融合発電って何？－
  かつての研究者らは、太陽内部で起こっている現象に着目しました。太陽内部では水素の原子核どうしが合体してヘリウム原子
を作る「核融合（フュージョン）」が起きているのです。彼らはその大量のエネルギーを発生させる核融合反応を地上で実現でき
ないか、クリーンなエネルギー源として利用できないかと考えました。核融合反応は原子核同士が衝突して合体し、より大きな原
子核をつくる反応のことです。その過程で、核分裂同様質量差が前後で生じます。その質量エネルギーは中性子の運動エネルギー
となり、それが発電に利用されます。しかも分裂炉と異なり炉の暴走などはありません。
  核融合発電が実用化すれば、人類のエネルギー需要を1000万年でも確保することができるだけでなく、エネルギーをめぐる争い
が解消されるのではないでしょうか。核融合は「安全利用と平和確保が保障できる技術」としても注目されているのです。

梶田信客員教授 田中宏彦准教授 高木誠技術補佐員

夢の核融合発電の実現に向けて

大野哲靖教授

主な国際共同研究機関

ITER 機構
カルフォルニア州立大学サンディエゴ校
マサチューセッツ工科大学プラズマ核融合研究センター
ジェネラルアトミック社
オーストラリア国立大学
合肥電離気体研究所
中国科学技術大学
マックスプランク研究所ユーリッヒ研究センター
オランダDIFFER 研究所
モスクワ物理工学研究所(MEPhI)
クルチャトフ研究所オランダDIFFER 研究所で実験を行う大学院生

国内外との共同研究
プラズマ・核融合研究では，国内外の研究機関との共同研究が必須です。そのため、積極的に外部の研究機関との

共同研究を進めています。研究室においては、頻繁に海外からの研究者を迎え活発な議論・研究を行っています。こ
のような環境を設けることで、日ごろから「自分が行っている研究はどのような位置づけになるのか？」「これから

の課題は何か？」「国内外の研究の方向性はどのように進
んでいるのか？」といったことを意識しながら研究を進め
ることができます。また，多くの学生が修士課程在学中に
英語で学術論文を発表しています。このような経験は、必
ず研究室を卒業したあとで役立ちます。



研究テーマの概要
プラズマは，荷電粒子（イオン，電子）の集合体であり，高い化学反応性を有し，多様なエネルギー変換が可能で

あるという性質を有する魅力的な媒質です．その特性を利用して，「プラズマエネルギー」応用という観点から研究
を行っています．

１）核融合発電実現のための境界プラズマ計測・制御と材料相互作用

温暖化や資源の枯渇などの地球環境問題の解決には，環境と調和した恒常的基幹エ
ネルギー源の開発が必要です。プラズマを利用した核融合発電の実現に向けて，日本，
米国，欧州，ロシア，中国，韓国，インドが参加する国際プロジェクトとして国際熱
核融合実験炉(ITER)の建設が進められています．当グループはITERプロジェクトの主
要メンバーとして活動し，高温・高密度プラズマ維持のための境界プラズマ制御とプ
ラズマ計測技術の開発，太陽表面に匹敵する超高熱流プラズマと壁材料相互作用に関
する研究を世界各国の研究者と共同で実施します．

２）新しいプラズマ生成法の開発と応用

プラズマには様々な工学的応用があります．このプラズマ理工学の発展には，
新しいプラズマ生成法の開発が大切です．この研究では，スパイラル磁場構造に
よる低温高密度プラズマ生成と窒化への応用，高密度プラズマ照射-イオンビー
ム解析装置の開発，超高密度プラズモイド・定常高密度プラズマ複合照射装置の
開発などを行います．

３）機能性ナノ構造金属の創成と応用

金属へのヘリウムプラズマ照射により，金属表面にナノ構造ができることが当
グループの研究により見出されてきました。これらの材料は，特異な光学的性質
を持ち，かつ，今後触媒や電子放出材料などへの応用が期待されます．プラズマ
を金属に照射し，その光学特性，物性評価，触媒活性評価を行い，これまでにな
い機能性ナノ構造材料金属の創成を行います．

４）計算機シミュレーションによるプラズマモデリング

プラズマ・核融合研究において計算機シミュレーションは
重要な研究ツールとなっています。信州大学，慶應義塾大学，
核融合科学研究所，量子科学技術研究開発機構などとの共同
研究により，粒子ならびに流体シミュレーションコードによ
るプラズマ中の物理現象解析を行います。

研究を支える多様な実験装置
研究室で独自に開発された多様なプラズマ実験装置群がユニークな研究を生み出します。研究室メンバーの努力

で，装置は日々進化しています。

直線型ダイバータ模擬実験装置
NAGDIS-II

トロイダルダイバータ
模擬実験装置 NAGDIS-T

昇温脱離ガス
分析装置

TDS

高性能プラズマ
照射装置

Co-NAGDIS



次世代の電力機器応用に向け、材料合成、薄膜次世代の電力機器応用に向け、材料合成、薄膜
作製、機器設計、評価の様々な技術を組み合わ作製、機器設作製、機器設計
せることで、

計、評価の様々な技術を組み合わ計、評価の様々な技術を組み合わ設計設計
「機能性エネルギー材料」の技術せることで、せることで、、、

革新と学理探求
機能性エネルギ「機能性エネルギ「機機

求求求求求求求求求求求求求求求求求求求を目指します





https://www.nuee.nagoya-u.ac.jp/labs/naka-lab/
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宇宙電磁観測グループ（宇宙地球環境研究所・協力講座） 
                    

    
塩川 和夫 教授 西谷 望 准教授 大塚 雄一 准教授 MARTINEZ Claudia 

准教授 
 

地球周辺の宇宙空間と超高層大気を観測的に研究し、未知の現象の発見と 

その原因の解明・人類の宇宙利用への応用をめざす。 
 

 私達は、地球周辺の宇宙空間（ジオスペース）とそれに繋がる超高層大気の変動を観測的に研究

しています。ジオスペースでは、太陽からのプラズマが地球の磁場に捉えられて磁気圏を形成し、

さらに大気に降り込んでオーロラを光らせたり大気を加熱したりしています。また地上付近の大気

からの波のエネルギーが超高層大気に伝わって変動を引き起こす下からの過程もあり、この上下か

らのエネルギー流入によってジオスペースは常に変動しています。私たちの研究は、この領域で発

生している未知の現象の発見とその原因の解明という理学的な側面と、この現象が引き起こす人工

衛星の障害やカーナビの障害などの宇宙利用への影響を調べる、という工学的な側面があります。 

 
研究手法として、オーロラなどの大気発光の高感度分光機器、大型レーダー、レーザーレーダ

ー、GPS受信機、磁力計、電波アンテナ、人工衛星の搭載機器などを開発し、観測に基づいた研究

を行っています。これらの機器を国内・海外のフィールド観測点に設置し、地球規模のグローバル

な研究を国際協力のもとで行っているのも特徴です。私達の研究室は、工学系の学生と理学系の学

生が一緒に研究をしているユニークな研究室です。さらにフィールド観測のために海外の観測点に

出張することがあるとともに、国際共同で世界最先端の研究をしているので留学生や外国人の研究

者が研究室に滞在するなど、国際的な研究環境となっています。 



■主な研究内容 

■研究室の状況 

■研究室の連絡先 

 

 

□ オーロラや電磁場観測を通した電磁気圏の研究 
⇒ 高緯度のオーロラや中低緯度の夜間大気光を高感度の分光観測装置や電磁場計測器で観測し、超高層大

気の変動過程とジオスペースのプラズマ環境を研究する 

□ GPS 衛星電波を使った電離圏の研究 
⇒ インドネシアやタイに GPS 受信機を設置するとともに世界各地で運用されている GPS 受信機のデータを

使って電離圏変動を研究し、衛星通信や GPS 測位への影響を明らかにする 

□ 大型短波レーダーによる電離圏・熱圏変動の研究 
⇒ ジオスペースの中で特に電離圏のプラズマ環境を、北海道やインドネシア、ノルウェーに建設された大型レ

ーダーで観測し、宇宙空間での電波伝搬特性と電離圏の構造・動態を研究する 

□ VLF 波を用いた宇宙天気現象の研究 
⇒ 自然発生および人工電波による超長波（VLF）波を解析し、地球近傍のプラズマ・放射線帯の動態を研究。

地上観測と衛星データを統合し、電子降下や宇宙天気が地球環境に及ぼす影響を解明 

 

 

 

 
 

□ 所属学生（工学部/工学研究科＆理学部/理学研究科、2025年 11月現在） 

 博士後期課程：4名（工学 3名・理学 1名） 

 博士前期課程：12名（工学 11名・理学 1名） 

 学部生：7名（工学 7名） 

 

 

  

□ ウェブページ： https://www.isee.nagoya-u.ac.jp/dimr/ 

□ 連絡先メールアドレス： shiokawa@nagoya-u.jp（塩川） 

カナダでのオーロラ観測     GPS を使った電離圏観測    北海道-陸別短波レーダーの 
アンテナ 



三好研究室

電気工学専攻・宇宙情報処理グループ

Web: https://is.isee.nagoya-u.ac.jp/miyoshilab/

Email: miyoshi_kyouin@isee.nagoya-u.ac.jp

三好 由純 教授 飯島 陽久 准教授
M2年: 4名 M1年：4名 B4年: 4名

時系列・画像分析、機械学習、データ同化、数値シミュレーション等
情報学的手法と地球惑星系科学・宇宙プラズマ物理学を駆使し、
宇宙地球環境変動の仕組みを解明し、宇宙の天気を予測します。

Web Email

©NICT

https://is.isee.nagoya-u.ac.jp/miyoshilab/
https://is.isee.nagoya-u.ac.jp/miyoshilab/
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mailto:miyoshi_kyouin@isee.nagoya-u.ac.jp
mailto:miyoshi_kyouin@isee.nagoya-u.ac.jp


2) 画像分析やロケット実験によるオーロラ現象の研究

海外に設置した独自の高感度オーロラカメラの画像を分析し、オーロラの様々な性質を調

べています。観測ロケット実験にも参加し、新しい観測機器の開発も進めています。

3) 数値シミュレーションと機械学習・データ同化による宇宙天気研究

大学院生による北欧でのオーロラ観測 アラスカでのオーロラ観測ロケットの打ち上げ

宇宙放射線予測ニューラルネットワーク 理研「富岳」による太陽風の大規模シミュレーション

独自の数値シミュレーションモデル、機械学習、データ同化などを用いて、宇宙環境変動の

予測研究や、宇宙プラズマ物理の研究を行っています。

電気工学専攻・宇宙情報処理グループ

主な研究テーマ
1) 人工衛星データ解析による宇宙天気・惑星環境の研究

ジオスペース探査衛星「あらせ」 水星探査衛星「みお」

ジオスペースで起こる様々な現象のうち、オーロラや放射線帯の高エネルギー粒子の変動、

地球起源のプラズマ流出過程といった宇宙環境変動について、JAXAの科学衛星「あら
せ」の最新のデータを用いて研究を精力的に進めています。また、2025年に水星に到着
する科学衛星「みお」や太陽観測衛星「ひので」などのデータ解析も進めていきます。



未来エレクトロニクス創造講座
プラズマエレクトロニクスグループ
（低温プラズマ科学研究センター兼任）

内田・鈴木研究室

本研究室では、「革新的プラズマ源開発とその産業応用」 を目指し、これまでにないよう

な世界でオンリーワンのオリジナルプラズマ装置を開発し、これらを産業応用に展開する研

究を進めています． また、いろいろなプラズマを使いこなすため、プラズマの中でおこって

いる目に見えないさまざまな現象を解明していく研究も進めています．

学生（2026年度）

教授：内田 儀一郎 准教授：鈴木 陽香

M2 ：2 名

M1 ：2 名

B4 ：2 名

教員

研究室のイベントカレンダー

5月 新入生歓迎会

8月 ゼミ旅行

12月 M1中間発表・忘年会

2月 修論発表会

3月 B4卒研発表会・追いコン

Nagoya Univ. Plasma Electronics Lab.

【HP】 https://www.nuee.nagoya-u.ac.jp/labs/toyodalab/

【見学】 名古屋大学東山キャンパス IB電子情報館北棟2階201室

【連絡先】 鈴木陽香（教員） suzuki.haruka.c3@f.mail.nagoya-u.ac.jp （Tel）052-789-2726

https://www.nuee.nagoya-u.ac.jp/labs/toyodalab/
https://www.nuee.nagoya-u.ac.jp/labs/toyodalab/
https://www.nuee.nagoya-u.ac.jp/labs/toyodalab/


テーマの一例

Nagoya Univ. Plasma Electronics Lab.

画像解析によるプロセスプラズマの空間構造評価

エッチング中の高エネルギー粒子の角度分布計測

半導体加工において重要なエッチングプラズマの解析を進めています。この研究では、基板を設置する

電極に入射するイオン角度分布を計測する特殊な計測装置を独自に開発し、実際のエッチングと同じ条

件で入射イオン・中性粒子のビーム拡がりを2次元画像で測定することにより、拡がり角度を0.1°以下の

高精度で計測することに成功しました。この成果は、半導体メモリ製造技術の高度化へつながります。

イオンおよび中性粒子ビームのイメージング測定例

プラズマを乱さず、その空間構造を把握するため、 CTスキャンのように複数方向からのカメラ撮影画像

からプラズマの空間構造を再構築する技術の開発を進めています。この研究では、実験的に評価された

カメラ特性と、撮影された画像をもとにプラズマ発光の空間分布を計算します。この技術が確立されれ

ば、プラズマの空間均一性評価が容易となり、プロセスの歩留まり改善に寄与します。

次世代モビリティーをターゲットとし、半導体エレクトロニクスと親和性の高い、超高容量Liイオン電

池をプラズマプロセスでブレイクスルーします。独自の低温プラズマプロセスで直径10-20 nmのナノ

構造をもつ半導体負極を作製し、さらに積層など新たな構造のLiイオン電池を考案しています。例えば

図のような、Liを充電するGeの両界面をカーボン層で制御した新規C/Ge/C多層負極のLiイオン電池で

は、910 mAh/g以上の高い容量を劣化なく維持することに成功しています。

電池・エレクロニクス× プラズマプロセス

写真
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次世代モビリティーへ



石川・堤研究室
石川・堤研究室では、最先端プラズマ科学技術を駆使した高精度ナノプロセスや環

境調和型グリーンデバイス、バイオ・医療・農業への幅広いプラズマの応用を目指し、

プラズマ特有の原子・分子反応について基礎科学の観点から研究しています！

◼低温プラズマ科学研究センター（cLPS）

電気電子情報工学科が中心となって発足した、我が国唯一の低温プ
ラズマ科学の共同利用・共同研究拠点を研究基盤として、基礎学理
に根ざしたグローバルな研究開発を展開しています。ナショナルイノ
ベーションコンプレックス（NIC）4階の1フロア全て（2,000ｍ2）に、
165台の最先端プラズマ・計測装置を設置して、国内外の大学・企業
と数多くの共同研究を推進しています。

世界最高密度の
非平衡大気圧プラズマ

カーボンナノウォール
（CNW）

石川 健治
教授

関根 誠
特任教授堤 隆嘉

准教授

ノン ノ・ヴァン
教授

✓ 低温プラズマ科学

✓ オリジナル装置

✓ 原子・分子計測

✓ グローバル人材（世界

8ヵ国以上・十数人の

外国人スタッフ・学生）

✓ 多様なバックグランドの

教職員（工学・理学・医

学・薬学・農学）ほとんど

が企業・海外経験者

✓ 国内外の大学・研究機

関・企業との連携

3次元半導体ナノ微細加工

井上 健一
助教



ダイヤモンドを構成するsp3結合と、グラ

フェンを構成するsp2結合の2種類の化学

結合構造を持つカーボン（炭素）は、結合構

造の組み合わせによって多様でユニークな

性質を発現し、様々な次世代応用が期待さ

れています。例えば、 sp3結合とsp2結合が

混在したアモルファスカーボン（またはダイ

ヤモンドライクカーボン）は、プラズマエッチ

ングのマスク層や各種部材の保護コーティン

グとして幅広く活用されており、さらに次世

代太陽電池など電子デバイス応用も期待さ

れます。また多層グラフェンが基盤に垂直に

立ちあがり、迷路状の構造を持つカーボン

ナノウォール(CNWs)は、新しいカーボンナ

ノ材料の一つです。CNWsの特異な形状や

電気特性を生かし、燃料電池や電子デバイス

への応用に向けた研究を行っています。

◼ 超微細ナノ加工
（3次元半導体デバイス）

スーパーコンピュータからスマートフォン、
ゲーム機まで、その情報処理の中枢を担う超
大規模集積回路(ULSI)は、プラズマエッチン
グによる半導体の3次元微細加工によって実
現されています。石川研では、１ナノメーターレ
ベルの超々高精度プロセスの構築を目指し、
プラズマ中のラジカルやイオンを高精度に計
測する技術、原子・分子レベルの加工精度を実
現する「原子層プロセス技術」、機械学習・深層
学習も駆使したコンピュータ制御による「自律
型プラズマナノプロセスシステム」を目指して
います。
また次世代の半導体デバイス材料である窒
化ガリウム(GaN)の高速成長技術やダメージ
レス原子層エッチング技術により、高耐圧・高
効率パワーデバイスや3色発光ダイオードの開
発に取り組んでいます。

近年、プラズマ分野で最もホットなトピックスが、大気圧プラ

ズマのバイオ・医療・農業への応用です。石川・堤研究室では、

田中宏昌研究室と連携し、世界に先駆けて独自開発してきた

プラズマ活性培養液・プラズマ活性点滴液によるがん細胞の

選択的殺傷や植物の成長促進の効果について研究しています。

本研究室は医学部や農学部などと共同研究を行い、異分野

の教員や学生が一緒に実験やディスカッションをしています。

バイオ・医療用プラズマ源の開発から、生体の反応の分子レ

ベルでの議論まで、医工農に跨がった領域（学際領域と言いま

す）を構成し、この分野を世界的に牽引しています。

カーボンナノウォール
（CNW）

石川・田中研究室：
http://horilab.nuee.
nagoya-u.ac.jp

低温プラズマ科学研究センター：
https://www.plasma.nagoya-
u.ac.jp

アモルファスカーボン

◼ 次世代カーボンナノ材料
（グリーンエネルギー）

◼ 大気圧プラズマ（バイオ・医療・農業応用）



電子工学専攻生命エレクトロニクス講座
田中宏昌研究室

低温プラズマ科学研究センター

田中宏昌研究室では、
石川・堤研究室と連携
して、低温プラズマ科
学研究センターの環境
を最大限に活用し、低
温プラズマの医療応用、
農業応用に向けたデバ
イスの開発を行い、分
子機構を遺伝子レベル
で研究することにより、
生命エレクトロニクス
の開拓を目指します。

我々は世界に先駆けて
プラズマ活性溶液を発
明し、がん治療、創傷
治癒などへの臨床応用
研究を進めています。
プラズマ活性溶液の農
水産業への応用も展開
し、多様な生理的反応
を示す分子機構の解明
を進めています。

教授 田中宏昌

人類は、電磁気学のような学問体系を構築する一方で、
家電、コンピューター、インターネットと社会を大き
く変革する科学技術を発展させてきました。田中宏昌
研究室では、生命エレクトロニクスを開拓することに
より新しい学問体系と社会基盤の構築を目指します。



ヒト培養細胞、出芽酵母、プラナリアなど様々なモデル生物を用いて、
低温プラズマの医療応用へ向けた基礎研究を行い、医学部との共同研究
により動物実験（マウス）、ヒト血液を用いた実験へと展開し、名大病
院での患者を対象とした特定臨床研究により実用化を目指しています。

田中宏昌研究室HP：https://www.htanakalab.plasma.nagoya-u.ac.jp/
低温プラズマ科学研究センターHP：https://www.plasma.nagoya-u.ac.jp/
お問い合わせ先：tanaka.hiromasa.g1@f.mail.nagoya-u.ac.jp（田中宏昌）

プラズマ農業実験室でのイネ、イチゴを用いた実験、プラズマ水産学実
験室での各種魚類を用いた実験による低温プラズマの農水産業への応用
に向けた基礎研究を行い、農学部、企業、地方自治体との共同研究によ
りフィールドを利用した実験へと展開し、実用化を目指しています。

https://www.htanakalab.plasma.nagoya-u.ac.jp/
https://www.htanakalab.plasma.nagoya-u.ac.jp/
https://www.htanakalab.plasma.nagoya-u.ac.jp/
https://www.plasma.nagoya-u.ac.jp/
https://www.plasma.nagoya-u.ac.jp/
https://www.plasma.nagoya-u.ac.jp/
mailto:tanaka.hiromasa.g1@f.mail.nagoya-u.ac.jp
mailto:tanaka.hiromasa.g1@f.mail.nagoya-u.ac.jp
mailto:tanaka.hiromasa.g1@f.mail.nagoya-u.ac.jp
mailto:tanaka.hiromasa.g1@f.mail.nagoya-u.ac.jp
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牧原克典 (教授)

エレクトロニクスの発展を支える半導体技術の高度化に貢献すべく、
材料科学からのプロセスインテグレーション・デバイス化技術にわたる
横断的な研究を推進しています。

電子工学専攻
機能集積デバイス研究室

KEYWORDs : シリコン系量子ドット，金属ドット，スーパーアトム，新材料
探索，シリサイド，高結晶性IV族半導体薄膜， IV族半導体エピタキシャル成
長，GAAトランジスタ，原子スケール界面制御，フローティングゲート，抵
抗変化メモリ，量子情報処理デバイス，発光デバイス ，太陽電池，薄膜トラ
ンジスタ，化学気相堆積法，プラズマプロセス

Member

秘書：１名
Ｍ２：３名
Ｍ１：２名
Ｂ４：２名

研究室方針；
良く学び、よく遊び、楽しく研究 !!

OB/OG；キオクシア，ウエスタンデジタル，東芝，浜松フォトニクス，
トヨタ自動車，デンソー，アイシン精機，アイシンAW，ブラザー 等々

2018年11月 宮﨑先生還暦祝い

今井友貴 (助教)



研究室見学
場所：IB電子情報館北棟 105号室

ナノ構造デバイス領域

GeコアSi量子ドット:
電子はSi外殻に、
正孔はGe内核に
空間分離保持！

Si-Ge系量子ドットの自己整合複合集積による物性制御と
発光ダイオードおよび量子演算ユニットへの応用

Si量子ドットSi量子ドット

Si-Ge量子ドット電流注入型レーザ開発 量子情報処理デバイスへ展開

集積化デバイス・プロセス領域

CVD技術を駆使
したSi/SiGeエピ

タキシャル成長
技術

界面制御・薄膜デバイス領域

二次元結晶および新奇
電子物性材料の創製

Siナノシートの形成と欠陥評価

二次元結晶チャネル
高速トランジスタ

(金属ソース・ドレイン)

問い合わせ先：
makihara.katsunori.n6@f.mail.nagoya‐u.ac.jp

一次元連結Si量子ドット 強磁性ナノドット積層構造

Si系量子ドット三次元集積による
電子放出源開発

合金化反応制御による新機能材料創成と
スピン・電子融合デバイス

最先端トランジスタのための
IV族半導体エピタキシャル成長技術

SiGe/Si/SiGe積層構造における
SiGe選択エッチング



10-15秒オーダーの時間幅の超極短パルス光

新しい高機能レーザー

超広帯域な波長幅をもつパルス光源など

次世代の周波数標準である
光のものさし（光周波数コム）

超高精度光制御技術 先端光バイオ計測
生体組織の3次元断層計測
細胞の高分解能イメージング

教授 西澤典彦

新しい高機能レーザー光源・先端光計測・光制御技術の研究

生体組織の断層構造（左：マウス脳，右：人の眼底） 生細胞のミトコンドリア

ノーベル賞が
授与された
世界最高精度
の計測を実現

独創的な最先端のレーザーを開発

バイオ・
医療技術

超短パルスファイバレーザーの開発

量子光エレクトロニクスの先端技術であるレーザーは，その出現以来大きな発展を遂
げ，様々な基礎研究から産業・医療まで幅広い分野で活用されており，更なる展開が期
待されています．本研究室では，フェムト秒(10-15秒)台のパルスを出力する超短パルス
レーザーに注目し，最先端のレーザー光源の開発や超高精度光制御技術，先端バイオ
イメージングなど，超短パルス光を自在に操り，更なる新しい技術の創造に取り組んで
います．

ホームページ: http://www.nuee.nagoya-u.ac.jp/labs/optelelab/

大学院電子工学専攻 量子光エレクトロニクスグループ

西澤研究室

秘書：1名, Dr (3名)，M2（7名）, 
M1（5名）, B4（4名）

研究室メンバー

- 主な研究テーマ -
１）広帯域超短パルスファイバレーザー光源の開発
２）可視～中赤外域光周波数コム光源の開発と環境計測応用
３）高分解能光断層イメージング・３次元光干渉顕微鏡の開発と応用
４）高次非線形な光学応答を利用したバイオイメージング技術の開発

講師 北島将太郎



連絡先：
西澤典彦 
E-mail: nishizawa@nuee.nagoya-u.ac.jp

見学は水曜、金曜の午前以外
いつでも大歓迎です。

光学実験室

研究会・国際会議 飲み会

研究室旅行ミーティング・輪講

空気浮上している実験台を1人1台以上用いて新しいレーザー等を開発し，研究します。

最先端の光技術に興味のある人
はぜひ見学に来てください！

これまでの研究成果例

研究室の様子

新規レーザー技術やレーザー計測技術の創出を目指し、可視−中赤外域の最先端
かつ実用的な超短パルスファイバーレーザー光源を開発しています。開発した
ファイバーレーザー光源を利用して、光周波数コム、超広帯域スーパーコン
ティニューム、そしてバイオ・生体計測技術の開発を展開しています。

CH4を用いた光周波数コムの生成
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安定化した光周波数コムのスペクトル



電子工学専攻

量子集積デバイスシステム
田中（雅）研究室
物理限界に迫るサブテラヘルツ低消費電力超伝導エレクトロニクスの創成

https://www.super.nuee.nagoya-u.ac.jp/ 教授
田中 雅光

助教
李 峰

当研究室では、超伝導を利用することで、従来の半導体、さらには従来の超伝導デバイスでも実現不可能な超高速性、
超低電力性を有するエレクトロニクスを創成します。特に、世界に先駆けて確立した超伝導回路のための大規模集積回
路設計・実証基盤技術や、磁性ジョセフソン接合集積プロセスを利用した独創的なアプローチにより、熱的極限・量子極
限に迫る究極の情報処理回路を実現し、ポストムーア時代を支える高効率超高速スーパーコンピュータを目指します。
さらに、そのスーパーコンピュータと、従来の計算機・計算手法が不得意とする問題を高速に解くことができる量子計算
との協調により、世界最高速のコンピュータのための基盤技術の研究を進めています。

磁束量子を用いた超高速・高エネルギー効率情報処理

磁性ジョセフソン接合を取り入れた新奇量子デバイスと回路応用

大規模な量子計算システムに向けた低温エレクトロニクス

Exit 1

Exit 2
Exit 3

田中（雅）研
工学3号館北3・4階

N

至本山

地下鉄名城線
名古屋大学駅

アクセス＆問い合わせ先

〒464-8603 名古屋市千種区不老町
名古屋大学大学院工学研究科電子工学専攻
e-mail: info@super.nuee.nagoya-u.ac.jp

国内外の研究機関との連携も積極的に進めています。

国内学会はもちろん、海外の国際会議で世界トップレベルの研究成果
を発表しましょう！！ 国際ワークショップなども主催しており、第一線の
研究者や海外の同世代の学生との交流機会が多くあります。

主な研究内容

本格的な量子コンピュータを実現するには多数の量子ビットを集積し、
制御などを行う必要があります。20mKの極低温で動作する超低消費電力
信号処理回路を研究し、量子コンピュータの将来像を追求します。

強磁性体により波動関数がπずれる超伝導素子が作れます。負性インダクタンスや
巨大インダクタンスといった新奇物理現象を誘起し、パルス信号で駆動する超高速
メモリや、物理極限近傍での超高エネルギー効率計算、複雑な組合せ最適化問題
を解く新しい量子アニーリングなどを研究しています。

ここもポイント

clock

data DFF DFF
1 01 1

20 ms 1.5 V

80 mV

@304 mK

clock

data

trigger

clock

data
Outputs (arrival of SFQ causes a flip)

Trigger signal to the
on-chip clock generator

Inputs (SFQ generated at rising edge)

Input and output signals were attenuated by 47 dB or amplified by 60 dB.

1 01 1

8-bit shift register

単一磁束量子（SFQ）回路は、超伝導ループ内で量子化された磁束の有無を2進値に
対応させて演算するディジタル回路で、100GHz以上の高速動作性と半導体デバイス
に比べ3桁以上小さな低消費電力性が魅力的な次世代集積回路技術です。他の研究
機関と協力し、プロセッサをはじめ世界最高速の集積回路の研究を行っています。

Department of Electronics
IQDS Tanaka Laboratory



川瀬研究室では周波数が0.3～10THz付近の電波と光の中間領域のテラヘ
ルツ波と呼ばれる電磁波を研究しています。非破壊検査や次世代高速通信

（Beyond 5G）、医療応用はじめ多くの応用が期待されています。

川瀬・村手研究室

テラヘルツとは？

・物質透過性 ・取り回し易さ ・被曝なし（人体に安全）

・吸収スペクトル（指紋スペクトルから試薬同定可能

テラヘルツを用いることでこれまで困難であった種々のイメージングや応用
が可能に！しかし光源や検出器の開発が遅れており応用が進んでいない

研究室の目標：高出力光源、高感度検出器開発を行い
テラヘルツ波の応用開拓、実用化を目指す

光注入型テラヘルツ波パラメトリック発生器 is-TPG
（injection-seeded THz wave parametric generator)

ダイナミックレンジ：最大12.5桁
（1兆分の１以下になったテラヘルツ波まで検出可能）

周波数可変域：0.4 – 5 THz（試薬識別へ応用可能）

テラヘルツ光源・検出器開発 我々のテラヘルツ光源を用いた応用研究
我々のシステムを用いることで他光源では困難な応用が可能である

郵便物禁止薬物検査

郵便物内の
禁止薬物検査

LSIの故障診断 葉内の水分量分布

2波長の近赤外光を非線形光学結晶に入射することで、世界トップレベルの
高出力テラヘルツ波を発生する我々独自の技術である。さらに、発生の逆過
程でテラヘルツ波を近赤外光に波長変換する手法により超高感度検出も実現
した。現在はノイズフリー化やさらなる高出力化/高感度化を目指している。

分厚い遮蔽物内に隠蔽された禁
止薬物を模した糖類の分布をイ
メージングすることに成功した。
税関や国際郵便局での密輸取締
実現を目指している。

これまでテラヘルツ波帯にはスキャナーが無
かった。そこでis-TPGによる検出を用いた高感
度スキャナを実現し社会実装を目指している。

教授 川瀬晃道 准教授 村手宏輔

X線では難しいソフトマテ
リアルのイメージング

研究というものは本来貴族の遊びです。あまり難しく考えず、ぜひ最先端の研究を「楽しん
で」頂きたいと、願っています。なので、川瀬研では各自の自発的な科学技術に対する憧れ
の気持ちにゆだねて、あまりガミガミ言いません。そもそも優秀な学生さん、スタッフが集
まっているのですから、研究室内で仲良くわいわい楽しくしてさえいれば、面白い研究が必
ずできます。結果、世界が注目する研究成果が次々に生まれ、国際会議の招待講演や、右記
の通り院生の受賞を多数得ています。メリハリをつけて、やるときは真剣に、遊ぶときは遊
びまくる、そんな元気な明るい学生さんを川瀬研はお待ちしています！

試薬識別イメージング

テラヘルツ波と機械学習を組み合
わせることでリアルタイム分光を
実現し、1分程度で試薬の空間分
布のイメージングが可能となった。
上記禁止薬物検査の大幅な高速化
が期待される。

リアルタイム測定装置

テラヘルツ波リモートセンシング

パンフレット・
紹介ビデオ・HP
等はこちら
必ず見てね！

川瀬研究室の研究成果は世界から高く
評価され、10年で30件以上もの受賞をしています

Best Student Paper Award(IRMMW-THz(2025))←THz波領域最大の国
際会議(フィンランド開催)で発表した100人以上の学生の上位6名に選出
論文発表奨励賞(レーザー学会学術講演会(2025))
優秀発表賞(レーザー学会中部支部若手研究発表会(2025))
Best contributory oral presentation prize(InCEPTT(2024))
最優秀若手発表賞(テラヘルツ科学の最先端(2024))
Best Students Oral Paper Award(ALPS(2024))
論文発表奨励賞(レーザー学会学術講演会(2024))
優秀発表賞(レーザー学会中部支部若手研究発表会(2023))
NU3MTグランプリ(名古屋大学(2023))
名古屋大学学術奨励賞(名古屋大学(2023))
Terahertz Technology Prize (FTT 2022)
コニカミノルタ画像科学奨励賞(コニカミノルタ科学技術振興財団(2022))
赤﨑学生奨励賞(名古屋大学(2022))
原島博学術奨励賞(公益財団法人電気電子情報学術振興財団(2022))
優秀論文発表賞 (レーザー学会学術講演会年次大会 (2022)) 他

最近の受賞実績楽しけりゃいいじゃん これが川瀬研のモットーです

現在、実用的なリアルタイムテラヘ
ルツ測定装置はない。そこで、 is-
TPGの多波長発生化や、高速波長可
変機構の開発によりリアルタイム分
光装置を実現した。左図に示すよう
にサンプルを手でスライドした場合
でも、遮蔽物越しにサンプル情報を
読み取り可能となった。

励起光やTHz波をパルストレイン化すること
で遠方の情報を高速で取得可能となった。企
業との共同研究により車載のミリ波レーダー
よりも高解像度の画像取得を目指している。

他にも様々な研究テーマがあります！

電子工学専攻

プラスチック製品の
3D-CT

最先端の実験機器 実験の様子

物質透過性＋指紋スペクトルによる同定
が可能なのはTHz波のみ！

 電波 マイクロ波 ミリ波

100 GHz 1 THz 10 THz 100 THz 1 PHz 10 PHz10 GHz1 GHz

赤外線 可視光   紫外線 X線テラヘルツ波
電波の透過性を有する最短波長域 光の扱い易さを有する最長波長域

波長 3 mm 300μm 30μm 3μm

周波数

300 nm 30 nm3 cm30 cm

物質透過性 物質透過性指紋スペクトル(物質同定可能)

リアルタイムで吸収スペクトルを得る

テラヘルツスキャナー

シングルピクセルイメージング
カメラの無いTHz波
帯で高速に画像取得
ができるシングルピ
クセルイメージング
を可能とした。革な
どで隠された文字も透視できる。

LiNbO3

注入光(CW)
1067～1084 nm

is-TPG (THz波 発生)

近赤外光 ⇒ テラヘルツ波(2波長の差の周波数に相当)
高出力パルス発生（>100kW）・広帯域周波数可変性

サンプル

NIR 検出器

THz波

検出光

LiNbO3

励起光(パルス)

1064 nm

is-TPG (THz波 検出)

THz波 ⇒ 近赤外検出光（検出光）
高感度検出可能

励起光(サブnsパルス)

1064 nm

マルトース Al(OH)₃

ラクトース グルコース

多波長is-TPG
多波長注入光を用い
た、10波長以上の多
波長テラヘルツ波同
時発生を実現。
ワンパルスで10種類
以上の試薬分光シス
テムを目指している。

研究室旅行

研究紹介の
動画がHP
に掲載され
ています

セキュリティ

製品(プラスチック、
セラミックス等)の

検査

郵便物の全数検査

建物の壁面剥離や
内部の鉄骨検査

爆発物検知によ
るテロ対策

電子加速（テーブルトッ
プサイズ加速器の夢）

医療
(がんの早期診断)

禁止薬物流通
の抑止



川瀬研の年間スケジュール

4月 顔合わせ

5月 卒論テーマ決め

6月 BBQ

11月 研究室旅行

12月 M1中間発表

1月 新年会
2月 修論、卒論発表
3月 卒業式

 追いコン

Q&A
Q1：テラヘルツ波って全然わからないけど大丈夫？

A1：全然大丈夫です！先輩･先生方のサポート下で、皆で1から勉
強し、さらにB4はM2の先輩とペアで実験するので心配なし！

Q2：長期休み･院試休みはありますか？

A2：夏休み(1ヶ月), 冬休み(2週間), 春休み(1ヶ月)です！

 B4は6月から２か月以上、院試勉強に集中できます！

過去問や解答、TOEICの教材などもたくさん！

Q4：就職先はテラヘルツ関係ですか？
A4：研究内容とは関係ない人がほとんどです！とはいえ

テラヘルツ波は面接で受けが良いです。
↓直近の先輩方も大手企業に就職されています↓

川瀬研の心得

平日は研究に勤しみ、休日はバイト・遊びなどプライ
ベートを楽しむメリハリのある研究生活をおくるべし

週に１回ずつゼミと勉強会があります。

ゼミ：自分の研究の進捗報告や今後の相談をします。

勉強会：自分の研究テーマに対する知見を深めるために、
論文を紹介したり教科書の内容を発表します。

※ゼミ･勉強会は週替わりの担当制

川瀬研の部屋紹介

実験結果の解析や資料作成を行い
ます。全員が同じ部屋なのでワイ
ワイ楽しいです。

居室

ゼミや勉強会、発表練習などを行
います。また、鍋パやクリパをし
たり、ボードゲームで遊ぶ際にも
使います。

ゼミ室（ソファー部屋）

自分で試行錯誤したり研究室のメン
バーや先生と相談しながら実験を
行っています。高強度レーザーを扱
うため、安全ゴーグル必須です。

実験室

質問や見学希望は田中まで！
アポ無し見学でも大歓迎です！！
mail:tp.64k.2372＠s.thers.ac.jp

実験の様子

7月 ビアガーデン

8月 院試、夏休み

9, 10月 学会など

先輩達が川瀬研究室に入って良かったと思う理由

1. 対面中心の研究室生活

2. 面倒見が良くて優しい先生方

3. 研究内容が面白い

みんな同じ時間に研究をするから学生同士のコミュニケーションが盛ん！

厳しい教授に怒られる･･･ とか 研究何して良いか分からない･･･
みたいな悩みは川瀬研の学生にはありません！

とにかくこれ！未開拓な領域の研究だからこそ新しい発見があり、世界からも注目されて
います！我々の光源、検出器は独自技術ゆえに引き合いも強く、博士進学希望の方は国内、
海外研究機関との共同研究の機会もあり成果も出しやすいです！

川瀬教授のh-indexは電気系教員内でもトップクラスに高いです(発表した論文のうち、

被引用数がh回以上ある論文がh本以上ある場合、これを満たす数値hがその研究者のh-index)

DENSO JR東海 SONY NTTドコモ

日本ガイシ 中部電力 パナソニック リコー

トヨタ自動車 ブラザー工業 AGC旭硝子 村田製作所

←川瀬研のことがよくわかるパンフ
   レットやメッセージはこちらから！

お花見

BBQ

院試お
疲れ様

会

追いコン

学会in徳島

研究室旅行

学会 in フィンランド

Q3：海外にはいけますか？

A3：成果が出れば学会でヨーロッパや北米など世界中の学会に参
加できます。やる気があれば共同研究でカナダや台湾、ハン
ガリーなどに長期滞在も可能です！

川瀬研20周年記念パーティー

留学 in カナダ

レーザーを操ります 学会 in インド

学会 in オーストラリア

学会 in USA

BBQ

研究室旅行





新しい半導体材料やデバイスの創成を⽬的とし
た研究の醍醐味は、成功すると今の社会システ
ムを根底から変えることができるかもしれない、
ということです。この研究室には、皆さんが研
究に没頭できる設備や、疑問・質問に答えてく
れるスタッフが揃っています。⼀緒に研究開発
を楽しみませんか？皆さんからの問い合わせを
お待ちしております。



電子工学専攻
ナノエレクトロニクス講座　ナノスピンデバイス（未来材料・システム研究所 協力講座）

　　加藤 研究室
教員

職員　　研究員：2名，技術補佐員：3名，事務補佐員：3名
学生　　大学院生：10名，学部生：3名，研究生：1名

加藤剛志　教授 大島大輝　准教授 本田杏奈　特任助教

e–電子

電荷 スピン

スピン
トロニクス

磁気記録
磁石
トランス

トランジスタ
LED
集積回路

研究内容
・スピントロニクス
・ナノスピンデバイス
　電子には電荷とスピンの 2種類の性質がありま
すが，エレクトロニクスは電荷のみを，磁気工学は
スピンのみを利用してきました．

連絡先
加藤剛志
e-mail: 
kato.takeshi.i6@f.mail.nagoya-u.ac.jp
web: 
http://www.katolab.nuee.nagoya-u.ac.jp

研究室旅行

　スピントロニクスとは電子の電荷とスピンの 2種類の性質を利用したもので，スピン方向により電
気抵抗が大きく変化する巨大磁気抵抗効果など，磁気ランダムアクセスメモリ（MRAM）や高感度磁
気センサといった様々な高機能デバイスが生まれています．MRAMは低消費電力のメモリデバイスと
してスマートウォッチにも利用され始めています．また，高感度磁気センサは高度自動運転や生体常時
モニタリングなどへの応用が期待されています．
　スピントロニクスデバイスはナノ構造の作製が必須であり，当研究室ではナノスピン構造の作製から
スピントロニクスデバイスへの活用について研究しています．
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研究テーマ
-MRAMの高効率磁化反転手法の開発
　（磁界に頼らない新しい磁化反転の開発）
　熱とスピン偏極電流を利用した熱アシストスピン注入磁化
反転や角運動量の流れであるスピン流を用いたスピン軌道ト
ルク磁化反転など，新しい磁化反転の実用化を目指し，材料
開発やデバイス開発を行っています．
（右図：研究室で開発している熱アシストスピン注入素子）

- 磁気抵抗効果を利用した高機能磁気センサの開発
　下図のようなナノスケール磁性／非磁性積層膜においてはスピンの平行，反平行で電気抵抗が大きく
異なる巨大磁気抵抗効果が生じます．これを利用し，超高感度，微細，
安価な磁気センサを開発しています．
（右図：研究室で開発した高感度磁界センサ）

- 超短パルスレーザーによるスピンダイナミクスの観測とその制御
　スピンの動特性は高速な磁化反転やスピン注入などの高効率な
磁化反転を理解する重要な基礎特性です．加藤研では超短パルス
光を利用したスピンダイナミクス計測を行い，その制御法を開発
しています．
（右図：GdFeCo 膜のスピンダイナミクス計測例．100 psec 以下
の周期でスピンが歳差運動している様子．）

- 実験室風景
　加藤研では機能性磁性薄膜の作製，微
細加工，計測などの充実した研究設備が
揃っており，複雑な積層膜の作製，デバ
イス加工，特性評価という一連の実験研
究が可能です．つまり，自身のアイデア
をもとに，1から新規素子，デバイス開
発が可能です．ぜひ研究室にて未知のデ
バイス開発に取り組んで頂きたいと思い
ます．
（右図：クリーンルーム内に設置されたス
パッタリング成膜装置，蒸着装置などの
連結チャンバ）
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私たちは、主に透過型電子顕微鏡（Transmission electron microscopy: TEM）という、原子一つ一つの配

置や原子／ナノスケールで電磁場・電荷密度・格子振動を直接観察できる最先端の計測装置を用いて、物質

の中で起こる新しい物理現象を見つけ出したり、創り出したりする研究を行っています。

研究対象は、

• 磁性ヘテロ構造や二次元（2D）磁性体

• 2D物質（半導体遷移金属ダイカルコゲナイド、グラフェン、六方晶窒化ホウ素など）

• 強相関電子系酸化物

といった、次世代のエレクトロニクスや情報技術の基盤となる最先端物質です。私たちは、これらの物質に

潜む未知の性質を明らかにし、将来のスピントロニクスや先端エレクトロニクス技術につながる「基礎研究

でありながら応用を見据えた研究」に取り組んでいます。

私たちの研究は、主に次の3つのテーマで特徴づけられます。

 トポロジーという概念で特徴づけられる非線形磁気構造の創製

 ─ これまでにない磁気構造を創り出し、スピントロニクスに資する新しい物理法則を探ります。

 次世代スピントロニクス／エレクトロニクスの限界を突破するための、新しい動作原理の提案と実証

 ─ 情報をより正確に、より安全に扱うための新原理を目指します。

 2D物質における新奇モアレ構造の創製と量子物性の開拓による量子エレクトロニクスへの新展開

 ─ 原子レベルのずれから生まれる、予想外の量子現象を作り出し、解明と応用の可能性を探ります。

これらの研究成果は、 Nature Nanotechnology 誌、Nature Communications誌、Physical Review 

Letters誌など、世界トップレベルの学術誌に掲載され、メディアにも紹介されています。私たちは、こう

した研究を通して固体物理学をさらに発展させると同時に、従来とはまったく異なる原理に基づくスピント

ロニクス／エレクトロニクスの創出を目標としています。「まだ誰も知らない現象を、自分の手で発見した

い」――そんな意欲を持つ学生の皆さんを歓迎します。

五十嵐・長尾 研究室
電子工学専攻 ナノエレクトロニクス講座 ナノ電子物性

Mo

S

1 nm（＝ 1 mmの 10万分の1）

注意：五十嵐信行教授は2026年度末で定年退職されるため、

大学院は長尾全寛准教授が指導教員になります。

研究概要：

連絡先（長尾全寛 准教授）：nagao.masahiro@imass.nagoya-u.ac.jp



研究テーマ例

1. トポロジーという概念で特徴づけられる非線形磁気構造の創製

主な就職先：野村総研、東京エレクトロン、日立ハイテク、ソニー、オリンパス、株式会社ドーナッツなど

2. 次世代スピントロニクスのための新しい動作原理の提案と実証

3. 2D量子物質の開拓による量子エレクトロニクスへの新展開

TEM以外の手法：シミュレーション、原子間力顕微鏡、磁気力顕微鏡、ケルビンプローブフォース顕微鏡、

圧電応答力顕微鏡、磁気光学カー効果顕微鏡、原子層転写装置、プローブステーション

トポロジカル磁気構造：スキルミオン（Skyrmion）

 ナノスケール（100 nm以下）

 超低密度電流駆動（最小 106 A/m2）

 超高速駆動（最大 900 m/s）

 トポロジーに由来する新奇物性

 スキルミオンの有無をbit 0/1に割り当てた演算・メモリ

スキルミオン以外にも、ドメインウォール、アンチスキルミオン、メロン、ホップフィオンなど

多彩なトポロジカル磁気構造（非線形磁気構造）を直接観察して、新奇物性を開拓しています。

応用の壁であったエラー検出機能を内蔵した磁気メモリの提案・実証など、従来の限界を突破

するためのデバイス提案と動作実証の研究も行っています（加藤・大島研との共同研究）。

4D-STEM（計算電子顕微鏡）による電荷密度マップ

高い1D 電荷密度

1D量子伝導の可能性

1D defect

単層物質同士を重ねた際の僅かな原子レベルのずれから生まれる予想外の量子現象を開拓します。

LTEM image

LTEM image

HR-TEM image
新奇モアレ超格子の創製



 

 
 

人と調和するフレキシブルエレクトロニクスの実現を目指して 
 
人と調和する未来型エレクトロニクスの創世を目指
し、カーボンナノチューブに代表されるナノ構造材料を
生かした透明で自在に形が変化するフレキシブルデバ
イスの実現に取り組んでいます。 
 
人体の軟組織と力学的にも生化学的にも親和性のあ
るバイオセンサや機能集積回路などのウェアラブル
IoT デバイスを実現し、スポーツや健康・医療等の分野
において、エレクトロニクスと人体との融合を進め健康
で安全かつ幸せに生きる明るい社会の構築に貢献します。 
 

当研究室は未来型エレクトロニクスの起爆剤となる新
材料・新機能デバイスについて、材料・物性・プロセス・
回路・機能集積を多面的に研究できる稀有なグループで
す。アイデア勝負の世界ですが、高いレベルの研究成果
を創出しようと、日々奮闘しています。 
 

 
最先端の研究活動を通じて、学生の皆さんには、学部・修士課程では社会に通用する勉強方法や問
題解決力、アイデア創出力を研いていただきます。博士課程に進学した場合には、研究の立案から
実施、成果発表といった一連のプロセスを学生自身で行い、世界に通用する企画力・実行力を研い
ていただきます。 
 
詳しくは研究室のHPをご覧ください。 

 
https://nanoflex.jp/public-j/ 
 
研究室見学は随時受け付けます。希望する方は大野(yohno@nagoya-u.jp)までご連絡ください。 



画像情報学 研究グループ  

藤井研究室 
 

 

3次元映像や自由視点映像の実現を目指した 
映像取得・処理・符号化・伝送の研究 
 (ホームページ: http://www.fujii.nuee.nagoya-u.ac.jp/)  
キーワード： 3次元 /自由視点映像 / 新しいカメラシステム  
/ 画像符号化 / 光線空間 / ホログラフィ 
 

教員 
 
 
  

 
 

 
 
 
協力教員 
  
 
 
 
 
 
 
 
研究内容 

(1) 情報圧縮・伝送⽅式の研究 
多視点映像符号化，自由視点映像符号化， 
およびその国際標準化活動 

(2) 3 次元映像・⾃由視点映像システムの研究 
多眼画像撮影システム 
自由視点映像生成システム 

(3) 3 次元映像の新原理の追究 
光線空間の圧縮センシング 
光線空間再生型 3次元ディスプレイ 
光線空間の高解像度化 
ホログラフィ 

 

寺⾕ メヘルダド 特任准教授 
(Mehrdad TERATANI) 

 

複眼カメラによる 
光線空間撮影 

100 視点撮影装置 

光線再⽣型 3 次元ディスプレイ 

3 次元映像の圧縮センシング 

藤井 俊彰 教授 
(Toshiaki FUJII) 

 

⾼橋 桂太 准教授 
(Keita TAKAHASHI) 

 

都⽵ 千尋 助教 
(Chihiro TSUTAKE) 

 

ホログラフィの光学系 

従来⼿法                                提案⼿法 
ホログラフィ表示 

学生 
D1: 1 名 
M2: 6名 
M1: 7名 
B4 : 5名 
G30 : 1名 
 



研究キーワード：光ネットワーク、超大容量通信、機械学習、信号処理

光ファイバ×ネットワークで人々の生活を支えます。

研究内容

　光ファイバネットワークの発展により、遥か離れた場所においても高速・大容量の通信が可能となりました。いつでもどこでも使える、大容

量のクラウドサービスや低遅延のビデオ通話、そして動画配信サービスは、まさに光ファイバネットワークの発展の賜物です。光ファイバ通信

という世界を繋ぐシステムを支える技術を研究することを通し、私たち長谷川研究室は人々の生活をより豊かにしていきます。是非私たちと一

緒に、世界を相手にした研究にチャレンジし、まだ見ぬ将来を光通信で明るくしていきましょう。

長谷川研究室
Making innovation, making future.

　光ファイバネットワークにおいて情報を高速
かつ確実に伝送するためには、光信号の経路を
制御する光スイッチング装置が必要不可欠です。
光ファイバ中を伝搬する光信号を電気信号へと
変換することなくすべて光領域で処理すること
で、大量の通信を低消費電力でスイッチングす
ることが可能になります。長谷川研究室では大
容量の通信に耐えうる新世代の光スイッチング
装置を設計しています。

光スイッチング装置

　光送受信器内において実行されるディジタル
信号処理は、既定の通信品質を得るために必要
不可欠な技術です。現在の光通信では2次元マッ
プにシンボルデータを載せて通信を行っていま
す。通信を行うと、機器や光ファイバが原因で
シンボルが移動し、正しくシンボルを判定でき
ません。そのため受信信号に対して、高度なディ
ジタル信号処理が必要となります。長谷川研究
室が提案した信号再生ディジタル信号処理アル
ゴリズムは、きわめて高品質な信号を得ること
を可能としています。

光送受信器

　光ファイバネットワークでは、複数の異なる
波長信号を一本の光ファイバ内に集約して伝送
することで、経済性に優れた通信システムを提
供しています。しかし、光ファイバ通信で使用
可能な周波数帯域は逼迫しており、大容量化の
ためには限られた周波数帯域の有効利用が不可
欠です。長谷川研究室では、光信号の波長と経
路を最適化する制御アルゴリズム及び機械学習
を用いた制御方式を考案し、新世代の大容量光
ファイバネットワークの実現を目指しています。

光ファイバネットワーク制御

長谷川研究室では皆さんのよりよい研究室選択を願っています。

どんな小さな悩み・相談でも一緒に考えますので、ぜひお気軽にお越し下さい。

見学の日程調整の際には下記のメールアドレスにご連絡下さい。

詳しくは右の QR コードより、研究室web サイト をご覧ください。
http://www.nuee.nagoya-u.ac.jp/labs/pnlab/index.html
問い合わせ先：久野 拓真 kuno.takuma.s5@f.mail.nagoya-u.ac.jp

研究室見学



日常生活空間内の多様な場所に配置された様々な情報機器が，ネット
ワークを通じて相互に連携し，豊富なサービスを提供するユビキタス
情報環境がいよいよ身近なものになりつつあります．当研究室では，
人に優しいユビキタス社会の構築をめざして，モバイル・ユビキタス
環境を構築するためのネットワーク基本技術から，環境センシング技
術，基盤ソフトウェア技術，インタフェース技術，デモシステム開発
までを幅広く研究開発を推進しています．

GPS位置情報を用いたエリアモデリング・仮想デー
タ生成：スマートフォンの位置情報とテキスト表現
等を組み合わせて，場所がどのように利用されてい
るかをマルチモーダルにモデリングをしています．
また，仮想的にデータを生成し，より忠実な人の移
動を再現する研究を行っています．

研究キーワード: 
コンテキスト推定, 超スマート社会システム
位置情報システム, 自動運転応用,  機械学習
画像処理/環境モデリング, 人流センシング
スマート空間・都市, ビッグデータ応用

先端情報環境グループ

河口研究室
https://www.ucl.nuee.nagoya-u.ac.jp

Warehouse Researchグループ

Urban Data グループ

河口信夫
教授

米澤拓郎
准教授

浦野健太
助教

Tahera Hossain
特任助教

ジメネス フェリックス
特任准教授

Guo Jia
特任助教

Actstream：遠隔コミュニケーションで欠
如しがちな，ユーザーと関連しているオブ
ジェクトを動的に特定し，相手と共有する
ことで，プライバシーを維持しながら遠隔
コミュニケーションを強化するシステム
Actstreamを開発しました．

Human Computer Interaction グループ

複数空間を繋ぐロボット型メタポータル：「分散した物
理空間とサイバー空間をつなぐ統一的な手法」として
MetaPoを開発しています．異なる空間間での球体ディ
スプレイに映された360度映像，音声に加えてテレロボ
ティクス技術との融合により，物理的インタラクション
および非言語的コミュニケーションが可能になります．

「人間を中心にした技術開
発」の考え方に基づき，人々
の生活を便利に，また豊かに
するための研究を行っていま
す．ある人がどのような環境
に置かれているか，何をしよ
うとしているかを理解し，自
然に支援するシステムを研究
しています．

「地域の知」の収集・活用：インターネット
上では入手しづらい地域に根ざした主観的・
客観的な情報に着目し，地域理解や地域発展
に資する知識として活用することを目的とし
ています．これらの生きた情報を継続的に収
集・蓄積し，利用可能とするフレームワーク
の実現に向けた研究を行っています．

都市レベルの広域空間を対象
に，人々の行動や地域の状況
に関する情報をもとに，より
効率的で快適な生活の実現を
目指した研究を行っています．
人流や交通流に関するデータ
の処理や，大規模シミュレー
ション基盤の開発を行ってい
ます．

スマートフォンによる倉庫内作業認識：スマートフォンの加速
度・角速度センサを用いて，深層学習モデルにより倉庫内の作業
認識を行う研究に取り組んでいます．作業員の動きをセンサデー
タから推定することで，作業内容の自動把握や業務の効率化を目
指しています．

物流倉庫を対象に，多数のカ
メラ映像を用いた物体認識や
追跡に加え，作業内容の認識
まで含めて現場をモデル化し，
最適化に活かすデジタルツイ
ンの構築を目指して研究して
います．

広角マルチカメラトラッキング：
物流倉庫内にカメラを設置し，作
業員や荷物の認識，追跡に取り組
んでいます．業務プロセスの効率
化を目標にしています．



超スマート社会のための基盤構築・実証実験プロジェクト：
JST，NEDOなどからの支援の元，社会のニーズにきめ細やかに対応し新たな価値を創る，実空間と情報空間を融合した超スマート社会のた
めの情報連携基盤を構築しています．国内外の大学・企業・自治体などと連携し，実証実験に留まらず社会実装まで見据えた複数のプロジェ
クトが進行中です．

Internet of Realitiesプロジェクト
（JST CREST）

技術研究開発
実証実験社会実装

企業・行政・他大学と密に連携し、
成果の早期社会展開を目指す

2025年度のプロジェクト

論文発表 / 国内・国際会議・コンペへの参加

国内外の様々な研究会での成果発表，企業と
のイベントへの参加：様々な会議での研究発
表やイベント参加を通じて，世界中の研究者
たちと活発に交流を行なっています．

2025年度の受賞例

IEEE ACCESS
Editor’s Choice

情報処理学会UBI/MBL
研究会 優秀論文賞

2025年度のメンバー

教員6名
秘書5名
技術補佐員 6名
博士課程学生13名
修士課程学生 14名
学部学生7名

就職先の例

河口から皆さんへ 連絡先

メール：welcome@ucl.nuee.nagoya-u.ac.jp
電話番号:  052-789-4388

★河⼝研究室では、こんな⼈を期待しています。
• ⾃ら積極的に新しい事に興味を持てる⼈
• システムを作ってみたり、動かしてみたい⼈
• 幅広い事にチャレンジしてみたい⼈
ぜひ、⼀緒に楽しい研究⽣活を送りましょう。

情報処理学会DICOMO
優秀プレゼン賞・優秀論文賞

名古屋大学, amazon,
Sony, KDDI, aws,
Yahoo!, 日産自動車,
NTT西日本, 任天堂,
ソフトバンク, リコー,
産業技術総合研究所,
朝日新聞, ブラザー,
デンソー, パナソニック他

社会に⼤きな不安が広がる中、情報シス
テムが果たす役割は、これまで以上に⼤
きくなっています。河⼝研では、実際に
世の中に役⽴つ・社会を変えるシステム
は何か、という観点から、基礎から応⽤
まで幅広い研究開発を推進しています。
我々と⼀緒に、⾃分のアイディアで社会
を変えてみませんか？

などなど…

YouTubeチャンネルで研究
紹介や論文発表の動画を公開
しています！

社会課題の複雑化・価値基準の多様化が起きる現代において，ライフスタイル革命を牽
引していく超学際的な人材を養成する，6研究科からなる5年一貫の博士課程学位プログ
ラムです．移動イノベーションをキーに，異分野と連携して社会実装につなげる挑戦を
行います．河口教授がプログラムコーディネータを務めています．

履修生
募集中！

ライフスタイル革命のための超学際移動イノベーション人材養成
学位プログラム (文部科学省卓越大学院プログラム / 名古屋大学)

https://www.tmi.mirai.nagoya-u.ac.jp

ACM SIGSPATIAL
GISCup 3rd place

2025年度の主な出張先: 米国・スペイン・アイルラン
ド・スイス・フィンランド などなど…

グローカルインターバース基盤
開発プロジェクト/メタワーク(内閣府SIP3)

人間機械協調作業のためのデジタルツイン
量子最適化プロジェクト (NEDO）

①グローカルコミュニティ基盤構築

②メタワーク環境構築
③多層インターバース基盤

④インターバース⼈材育成

インターバース基盤

・端末インタフェース標準の策定
・ワーカースキル標準の策定
・作業内容標準の策定

コミュニティ連携

まなぶ
つどう
むすぶ
の実装

・地域特性を⽣かした
デジタルとリアルの
つどいの場形成

・楽しく参加し健幸に

メタワーク拠点

・ハンドオーバ
・異種端末連携
・記録・再⽣

ロボティック基盤

IoT-EUC基盤

・メタワーク
ロボティクス

・メタワーク
EUC⼊⾨

・インターバース
基盤⼊⾨

・インターバース
応⽤

・VR基礎、 ・メタワーク基礎
・メタワーク応⽤
・使いやすい作業記録とは

メタワーク
・ワーカースキル標準
・スキル向上プログラム

ワーカー
プロバイダ

作業現場
プロバイダ

⼈材育成
プロバイダ

メタバース
コンテンツ
作成講座

メタバース
サービス
開発講座

メタバース
インフラ
運⽤講座

Node-RED

作業現場
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搬送の状況を明確化した上で、仮想環境上にデジタルツインを構築し、量子アニーリングによる最適化

技術（以下量子最適化と呼ぶ）を用いてエリアの配置、仮置場所の選定、人員配置、搬送経路などの最適

化を行う。さらに、現実データに基づいてモデル化されたデジタルツイン上でのエージェントシミュレ

ーションを通じて、現場での適用前に効率の向上を確認する。 

【研究開発の内容】 

  本研究では、以下の①～③の3つの実施項目

で研究開発を推進する（右図）。なお、初期仮

説検証フェーズでは①、②を主に実施し、本格

研究フェーズでは、①～③をすべて実施する。

なお、各項目には、担当する研究者名を記載す

る。（各研究者の詳細については、3.の研究

開発実績に示す） 

 

① 「人・荷物の入出庫と庫内状況の認識と 

 作業負荷の予測」（担当：河口、武田） 

倉庫内の状況を理解把握するために、認識機

能を有するAIカメラを開発し、トラック・荷物・搬送装置などの位置や作業状況、荷物量を認識する。さ

らに、倉庫管理システム(WMS)からのデータとの統合により、短期的な作業負荷を予測する。これにより、

②量子最適化のための入力情報を生成する。また、これらの情報を用いて倉庫内をモデル化し、作業シミ

ュレーションなどの試行が可能なデジタルツインの構築を行う。 

 本研究実施項目を実現するための技術的課題と解決法、我々の技術的優位性を以下に示す。 

 

A. 技術課題：多種多様な倉庫内オブジェクトの認識 

 EC倉庫においては、様々な異なる物品（トラスコ中山の場合は200万種類）が入荷するため、自

動認識のための事前学習（モデル化）が困難である。そこで、オプティカルフローを用いて移動物

体の自動抽出を行い、類似性に基づく分類を実施している(下図)。大規模カメラデータに基づいて

物流倉庫のモデル化に取り組んだ例はこれまで無く、新規性および技術優位性がある。 

 

 

B. 技術課題：カメラのエッジAI化 

 60台を超えるカメラからのHD動画は、フレームレートを5fps(4Mbps)まで落としても、1日あた

り約1.2Tbyteの容量となる。将来、倉庫面積の増大は確実であるため、データ処理規模を考慮する

と、エッジ（カメラ内）での認識処理が望ましい。将来のAI/量子のハイブリッド最適化を想定し、

量子最適化に有効なデータを可能な限りエッジでの取得する処理を実現する。具体的には、Xilin

x Kria K26などのFPGAのSOM(システムオンモジュール)を活用し、カメラエッジ内で量子最適化に

適応した処理を実現する。我々はすでに、Xilinx Kria KV260などの開発ボードを用いたビジョン

FPGAの開発実績を有しており、技術優位性がある。また複数カメラ統合についても検討する。 
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C. 技術課題：倉庫管理システムとのデータ統合に基づく荷物・作業量予測 

倉庫のデジタル化のためには、倉庫管理システム(WMS)の導入が必須である。WMS を用いる

ことにより、ハンディターミナルを用いた荷物の検品や格納が可能になる。一方、物流現場では、

トラックの着荷を予測する枠組みが十分に普及していないため、荷物・作業量に応じた最適化が

行えていない。受発注システム(ERP)からのデータ提供を受ければ、入荷予定が把握できるため、

過去データを用いて直近の作業量予測が行える。また、①-A によるトラックバースや荷物仮置き

場などの状況認識と統合して、より高度な予測が実現できる。我々はすでに WMS の開発企業で

あるフレームワークス社と HMHS コンソを通じて連携しており、技術優位性がある。 
 

D. 技術課題：施策のシミュレーションを実現するデジタルツイン構築 

 倉庫内オブジェクト認識によるモデル化や量子最適化が行えたとしても、レイアウトの変更や

作業ルールの変更には大きなコストがかかるため、事前シミュレーションの実施が求められる。そ

こで、倉庫のデジタルツインの構築を行い、様々な試行の実現を可能にする。我々はすでに、プラ

ネット東海を対象とした３次元仮想空間モデル(下図)の構築に取り組んでおり、またエージェン

トシミュレーションを通じて倉庫の効率検証を行った経験を有しており、技術優位性がある。 

 

 

② 「人間機械協調庫内作業の量子最適化」 （担当：柳浦、岩田、曽我部） 

本研究実施項目では、量子最適化をいくつかの単位時間フェーズに分割して研究を実施する。具体

的には、最適化を行う周期を、季節・月・日・時間・分単位で計画する。最適化の問題規模が大きい

場合、現時点での量子アニーリング技術では有効ビット数が不足する（現状：インスパイアド技術で

最大30万ビット）ため、実環境・実時間での適用可能性が高いものから段階的に実施するためである。

なお、以下の技術課題はすべて数理最適化であるため、どのように定式化するかについてが共通の技

術項目となる。これらの問題においては、実問題をQUBO(Quadratic Unconstrained Binary Optimiza

tion)形式での最適化問題に定式化し、原則として量子アニーリング技術を適用する。また、問題規模

をすべて量子計算で解くわけでなく、従来型の最適化アルゴリズムとのハイブリッドの構成も考慮す

る。また、将来において利用が期待できる量子ゲート方式を用いた量子アルゴリズムの検討も行う。

本研究開発では、組合せ最適化（柳浦）、量子情報理論（岩田）、数理・量子アルゴリズム（曽我部）

といった量子最適化分野における国内屈指の専門家を擁しているため、技術優位性を有している。単

位時間フェーズ毎の具体的な技術課題を以下に示す。 

 

A． 技術課題：長期間の物流量に基づいたエリアのレイアウト最適化（月・季節単位） 

物流倉庫において①-Aで得られた認識結果やエリアの利用状況を用いて、入荷などで必要となる

エリアのレイアウトの最適化を行う。月・季節単位でデータを見直すことにより、季節変動への対

応も行う。すでに庫内を10カ月200Tbyte以上のデータを保持している点は世界屈指である。 

mailto:welcome@ucl.nuee.nagoya-u.ac.jp
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僕は⼈がやっていない，ユニークでオ
ンリーワンの研究が好きです．今やって
いる⾼速度カメラを使った可視光通信も，
我々が⽴ち上げた研究テーマで世界的に
も第⼀⼈者と認められています．また，
確率共鳴（ポジティブに雑⾳を利⽤す
る）を通信に応⽤する研究も，世界で
やっているのはここだけです．
無線に関するオンリーワンの研究をやり
たい⽅，ぜひ，⼀緒に研究しましょう

⼭⾥から⼀⾔

あえて雑⾳を利⽤する通信，電波では無く⽬に⾒える光を使う通信（可視光通信），AIに基づ
く通信など，既存の通信の枠を超えたところからアプローチをすることで，通信の本質に迫るこ
とを⽬指しています．⼈がやらない，でも⾯⽩そうなテーマを掘り下げていくことをモットーと
しており，基礎理論から応⽤システムまでの幅広いテーマを研究しています．

V2X（⾞⾞間・路⾞間通信）

⼭⾥敬也教授

⽔中無線通信

路姍講師



お問い合わせ︓
all@yamazato.nuee.
nagoya-u.ac.jp

IB電⼦情報館北棟９F
https://www.yamazato.nuee.nagoya-u.ac.jp/



コンピュータ・アーキテクチャ分野（粟野研究室）

AI for Circuits
LLMによる集積回路設計自動化

Circuits for AI
高効率エッジAIアクセラレータ

Systems & Robotics
自作チップのロボット応用

従来の集積回路設計は、高度な専門知識を持つ設計者
が多大な時間をかけてコード（HDL）を記述し、検証
を行ってきました。本研究室では、大規模言語モデル
（LLM）を回路設計プロセスに導入し、自然言語によ
る仕様記述から、Verilogコードの自動生成、さらには
レイアウト設計（GDSII生成）までを自動化する新し
いEDA（設計自動化）フローを構築します。

AIモデル（Transformerや拡散モデル）の巨大化に対し、
汎用的なCPU/GPUでは消費電力や処理速度がボトル
ネックとなります。我々は、特定のAIアルゴリズムを
極限まで効率的に実行するための専用計算機アーキテ
クチャを研究しています。演算器（PE）の最適配置や
データフロー制御をシリコンレベルで設計し、エッジ
デバイスでのリアルタイムAI推論を実現します。

研究室で設計したAIチップや回路設計手法を、実際の
知能ロボットへと実装します。LLMを用いた模倣学習
や複雑な軌道生成アルゴリズムを、自作のハードウェ
ア（FPGA/自作IC）上でリアルタイムに走らせることで、
ソフトウェアとハードウェアが密に結合した「垂直統
合型」のロボットシステムを構築。理論だけで終わら
ない、実社会に繋がる計算機研究を展開します。

キーワード：Hardware-in-the-Loop, 模倣学習, 
自律移動ロボット制御

キーワード： Domain-Specific Architecture (DSA), 
FPGA/ASIC, 低消費電力VLSI

キーワード： Generative AI for EDA, LLM-based 
RTL Generation, 自動回路合成

教員：粟野皓光（Hiromitsu Awano）
豊田高専卒⇒京大編入⇒京大博士⇒日立製作所R&D⇒東大助教⇒阪大准教授⇒京大准教
授を経て地元の愛知に戻ってきました。集積回路とその応用を中心に幅広く研究に興
味があります。二ホンアマガエルの合唱計測やLLMを使った感情シミュレーションな
ど、学術的に面白そうなテーマにも取り組んでいます。

具体的な卒論・修論タイトルを載せる

• FPGAを用いた低コスト多関節ロボットの低遅延バイラテラル制御システム
• ロボットアーム力覚スキルも法のためのLLM文脈内学習による位置・力軌跡生成と実機評価

修士の間にトップカンファレンス（DAC・ICCADやIROS・ICRA等）での成果発表を目指し
ます。自分の実力を伸ばしたい・試してみたいという意欲的な方を歓迎します。

【趣味の研究】

本研究室は、現代社会のあらゆる知能化を支える「集積回路」の未来を切り拓く研究室です。近年、AI技術の爆発的
進化により、従来の計算機システムは大きな転換点を迎えています。私たちは、「AIのためのハードウェア（AIを高
速・低消費電力で動かすチップ）」と、「ハードウェアのためのAI（AIを使って複雑なチップ設計を自動化する
EDA）」の両面からアプローチし、これらを実際のロボットシステムへと垂直統合することを目指しています。理論
的なアルゴリズムの研究から、FPGAや実チップ（ASIC）への実装、そしてロボットの実機制御まで、ソフト・ハード
の境界を越えた一気通貫の研究開発を通じて、世界をリードする計算機エンジニアを育成します。

https://www.arc.nuee.nagoya-u.ac.jp/



名古屋大学大学院工学研究科情報・通信工学専攻

名古屋大学工学部電気電子情報工学科

小川グループ
Ogawa Group

Intelligence and
Communication.

　小川グループでは、と人工物との間に生まれる対話に着目し、より自然で円滑なインタラクション
を実現するための技術の研究を行っています。研究分野は、Human-Agent Interaction（HAI）
、Human-Robot Interaction （HRI）、Human-Computer Interaction（HCI）にまたがり、人
間とエージェント、ロボット、情報システムとの関係性を多角的に探究しています。
　人工知能および知能ロボティクス技術を基盤としながら、単なる機能的高度化にとどまらず、人
間の認知や感情、社会性といった認知科学的視点を取り入れた研究を推進しています。人間理
解に基づく対話モデルの構築を通じて、人と共生し信頼関係を築く知的システムの実現を目指し
ています。

准教授    小川浩平(747－6592, k-ogawa@nuee)
助教 窪田 智徳 (747－6592, kubota@nuee)
特任講師 岩崎雅矢

教職員

アイシン精機、アクセンチュア、 NTTコミュニケーションズ、 
NTTデータ、 永和システムマネジメント、Sky、中国電力
、デンソー、東海興業株式会社、トヨタ自動車、日本ユニ
シス、野村総合研究所、富士通テン、マキタ、三菱電機、
三菱電機メカトロニクス、など(五十音順)

卒業生の就職先

積極的に研究に取り組むチャレンジ精神とガッツのある学生を歓迎します。今、大きな注目を集めている
言語処理技術、人工知能技術、対話技術は、これからの社会を変える可能性を持っています。

メッセージ

事務補佐員 志賀利香(789-4435, shiga@nuee)
研究室 IB電子情報館南棟1F

1 対話知能の設計と実装（HAI） 
   この研究では、人とエージェントとの自然なコミュニケーションを実現するための対話モデルや行動生成アルゴリズムの
研究を行って居ます。言語情報だけでなく、視線、ジェスチャ、間（ま）などの非言語情報を統合したマルチモーダル対話
技術の開発に取り組んでいます。

2 人とロボットの相互作用設計（HRI）
  この研究では、社会的ロボットや知能ロボットが人と協調・共存するためのインタラクション設計を研究しています。信頼
形成、意図理解、共同作業支援などをテーマに、人の心理的受容性や安心感に配慮したロボットシステムの構築を目指
しています。

 3 認知科学に基づくインタフェース研究（HCI）
   人間の知覚・認知・意思決定プロセスを踏まえたインタフェース設計を探究します。実験的手法を用いて人間の行動
特性を分析し、その知見をAIシステムやインタラクティブ技術の設計へ応用します。
 

研究テーマ

トヨタ自動車株式会社
   ・車と人の相互作用
株式会社サイバーエージェント
   ・対話ロボットの実世界応用

共同研究

大阪大学基礎工学研究科
   ・アンドロイドロボットの遠隔操作
株式会社デンソー
   ・HRIに関連する研究



岩田 ( 哲 ) 研 究 室

大学院学生

テーマ キーワード

メンバー 主な就職先

情報セキュリティ
暗号理論
量子情報

共通鍵暗号・暗号解読
安全性証明・軽量暗号
ポスト量子暗号

教員 1名（教授 岩田 哲）

博士課程学生 1名
修士課程学生 6名
学部学生 3名

（2025年度、予定）

ソニー・パナソニック
三菱電機・NTTドコモ
TIS・Sky・トヨタ
日本政策投資銀行

等々

ミッション
安心・安全な情報社会の発展に貢献するため、
暗号理論を中心に、情報セキュリティに関す
る研究を進めています。



学生研究テーマ例

所属・場所

暗号技術に関して、オリジナル方式の設計、既存技術の安全性解析、量子攻撃の開発等、幅
広く研究を進めています。

2025年3月（予定）
（修士）AESラウンド関数に基づく認証暗号及びメッセージ認証コードに対する安全性解析
（学部）DNDK-GCMのKey-Committing安全性解析
（学部）Docked Double Deckerに対するマッチング攻撃
（学部）倍ブロックハッシュ加算に基づく鍵導出関数の鍵制御安全性
（学部）Midori64のPairwise Independence解析

2024年3月
（修士）単一プリミティブ及び独立鍵tweakableブロック暗号を用いた一般化Feistel暗号の

安全性
（修士）Tweakable暗号化方式に対する量子偽造・平文回復攻撃
（学部）LightMACに基づく鍵導出関数の鍵制御安全性に関する研究

2023年3月
（修士）複数のS-box-線形層からなるラウンド関数を用いたType-2一般化Feistel構造の混合

整数線形計画法による安全性解析
（修士）Tweakableブロック暗号を用いた一般化Feistel構造とその改良
（学部）ブロック暗号に基づくMACの鍵制御安全性に関する研究
（学部）修正版Roccaに対するナンス再利用による偽造攻撃

2022年3月
（博士）Design and Analysis of Diffusion in Feistel-Type Symmetric-Key Cryptosystems

（Feistel 型共通鍵暗号システムの拡散層の設計と解析）
（修士）NIST軽量認証暗号コンペティション最終候補方式に対する安全性評価
（修士）ベクトル入力をサポートする高効率・高安全な確定的認証暗号方式に関する研究
（学部）Google Adiantumに対する量子攻撃に関する研究
（学部）単一鍵のTweakableブロック暗号を用いたブロック暗号の安全性に関する研究

2021年9月
（博士）Post-Quantum Provable Security in Symmetric-Key Cryptography

（共通鍵暗号技術の耐量子証明可能安全性）

名古屋大学未来材料・システム研究所
大学院工学研究科 情報・通信工学専攻
工学部3号館北館3階

■ まずは気軽に連絡ください。

TEL: 052-789-5722 （担当教員：岩田 哲）

EMAIL: tetsu.iwata@nagoya-u.jp



道木研の様子

研究室概要
道木研究室は、動きの源である「モータ」から、様々
な技術が集約された「ロボット」まで、あらゆる対象
を適切に制御することを目指しています。ソフトとハ
ードの両方を活用して研究するため、幅広い知識を身
に付けることができます。

モータ・電気自動車・ロボット… 
あらゆるものを自在に操る技術制御

道木研究室

学生部屋

実験室

談話室

水槽

教授部屋
道木先生と秘書さんは普段こちらに

います。学生や先生、企業の方など

様々な人が出入りしています。

舟洞先生と学生は普段こちらにいま

す。いつも研究の話や雑談で賑わっ

ています。

文字通り実験を行う部屋です。数多

くのパソコンやモータ、ロボットが

あります。

菓子¥100 、アイス¥50、お茶¥100、
ドリンク¥120、カップ麺¥150
利益はジャンプなどの購入に。

新人輪講や研究の相談、会議などな

ど、様々な集まりに使われます。

研究室のアイドル。癒し。水槽をつ
つくと近寄ってきてくれる子も！

道木研究室ホームページはこちら
http://doki-n.nuee.nagoya-u.ac.jp/

道木研究室にはいわゆるコアタイムはありません。
週に1回の「検討会」と「C-3PO」と呼ばれる全体
報告会の時間以外の過ごし方は各々に委ねられる
ため、自分の生活スタイルに合わせて研究を進め
られます。人によって研究室に来る時間や帰る時
間、滞在時間も様々です。

とある学生の一週間（ロボット / 下宿）

道木研の日常

大熊商会

http://doki-n.nuee.nagoya-u.ac.jp/
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研究例
当研究室での具体的な研究内容を紹介します。
ここで紹介した研究の他にも、制御に関する様々な研究を行っています。

新たなモータの制御

• モデル予測制御によ
る制御性能向上
計算機資源を活用したモー
タの将来挙動の予測により、
実現困難であった性能を達
成する新しい制御法を研究
しています。

モータの性能向上
日々進化を続ける新たなモータに対する制御法
の確立を目指しています。これらのモータは従
来のモータと比較して高性能で 安全性も高いた
め、今後の需要が高まるモータです。

あらゆる機器の駆動源であるモータの性能を向
上させる制御を研究しています。単にモータを
回すだけではなく、その性能を最大限に引き出
すための制御法を日々検討しています。

• 多相モータのための
新しい制御法確立
二系統の三相巻線を持つ二
重三相モータを対象に、多
重巻線の利点を活かした制
御法を研究しています。

• 電気自動車への制御
法実装
トヨタ車体製のCOMSを用
いて、考案した制御法が実
環境で性能を発揮するか検
証を行います。

インバータ

制御器

• 高速モータのための
新しい制御器設計
より高速化が進むモータに
対して、高速駆動時の現象
を考慮したモデルを作成、
モデルを利用して新たな制
御器を作成しています。

ロボットの製作・制御ロボットを用いたシステム

• 複数UAVのインフラ
設備自動外観計測
GPSが正常に機能しない構
造物付近で自動外観計測を
行うUAVの位置を補助用
UAVを用いて補完するシス 
テムを研究しています。

• 接触力分布を計測可
能なロボット
装着者の体表面形状を計測
し身体にフィットするロ
ボットを作成しました。圧
力分布センサを搭載し、接
触力フィードバック制御を
行います。

• 移動体の複数センサ
による自己位置推定
GPSやレーザー距離計等の
複数のセンサ情報を周辺環
境に応じて選択的に統合し
自己位置を推定する手法に
ついて検討を行っています。

• 布状アクチュエータ
空気圧人工筋を用いた柔軟
で多様に変形するアクチュ
エータを開発しました。機
械学習等を用いて、その制
御を研究しています。

これまでにない新しいロボットの製作を行って
います。装着者との「接触」を計測可能なアシ
ストロボットや空気圧人工筋を用いた布状アク
チュエータを開発しました。開発にとどまらず、
狙い通りの制御の実現を目標に研究しています。

当研究室では制御の概念を拡張したシステムの
設計を行っています。無人航空機（UAV）によ
るインフラ設備外観計測システムや、自動運転
にも応用可能な移動ロボットの自己位置推定に
ついての研究などがあります。



個別研究室見学
連絡先

研    究    室    名 担  当  者 メールアドレス

福塚研究室 片倉誠士 katakura.seiji.n6@f.mail.nagoya-u.ac.jp

横水研究室 兒玉直人 kodama.naoto.n1@f.mail.nagoya-u.ac.jp

早川研究室 小島寛樹 kojima@nuee.nagoya-u.ac.jp

加藤(丈)研究室 加藤丈佳 kato.takeyoshi.b5@f.mail.nagoya-u.ac.jp

山本研究室 山本真義 yamamoto.masayoshi.n5@f.mail.nagoya-u.ac.jp

栗本研究グループ 栗本宗明・孫徳傑 kurimoto.muneaki.t6@f.mail.nagoya-u.ac.jp

大野(哲)研究室 大野哲靖 ohno@ees.nagoya-u.ac.jp

吉田研究室 堀出朋哉 horide.tomoya.e3@f.mail.nagoya-u.ac.jp

中村研究室 中村浩章 hnakamura@nifs.ac.jp

塩川研究室 塩川和夫・大塚雄一 shiokawa@nagoya-u.jp, otsuka@isee.nagoya-u.ac.jp

三好研究室 三好由純・飯島陽久 miyoshi_kyouin@isee.nagoya-u.ac.jp

内田・鈴木研究室 鈴木陽香 suzuki.haruka.c3@f.mail.nagoya-u.ac.jp

石川研究室 石川健治・堤隆嘉
ishikawa.kenji.s1@f.mail.nagoya-u.ac.jp, tsutsumi.takayoshi.j0@f.mail.nagoya-u.ac.jp,
inoue.kenichi.j5@f.mail.nagoya-u.ac.jp

田中(宏)研究室 田中宏昌 tanaka.hiromasa.g1@f.mail.nagoya-u.ac.jp

高橋研究室 高橋康史・井田大貴 takahashi.yasufumi.v5@f.mail.nagoya-u.ac.jp, ida.hiroki.r9@f.mail.nagoya-u.ac.jp

牧原研究室 牧原克典・今井友貴 makihara.katsunori.n6@f.mail.nagoya-u.ac.jp, imai.yuki.t2@f.mail.nagoya-u.ac.jp

西澤研究室 西澤 典彦・北島将太郎 nishizawa.norihiko.w4@f.mail.nagoya-u.ac.jp

田中(雅)研究室 田中雅光 masami_t@nagoya-u.jp

川瀬研究室 村手宏輔 murate@nuee.nagoya-u.ac.jp

天野・本田研究室 久志本真希 kushimoto.maki.u0@f.mail.nagoya-u.ac.jp

加藤(剛)研究室 加藤剛志・大島大輝 kato.takeshi.i6@f.mail.nagoya-u.ac.jp,oshima.daiki.n6@f.mail.nagoya-u.ac.jp

須田研究室 堀田昌宏・須田淳 horita@nagoya-u.jp,suda@nagoya-u.jp

五十嵐研究室 長尾全寛 nagao.masahiro@imass.nagoya-u.ac.jp

大野(雄)研究室 大野雄高・内山晴貴 yohno@nagoya-u.jp,uchiyama.haruki.t5@f.mail.nagoya-u.ac.jp

藤井研究室 都竹千尋 faculty@fujii.nuee.nagoya-u.ac.jp

長谷川研究室 久野 拓真 kuno.takuma.s5@f.mail.nagoya-u.ac.jp

河口研究室 米澤拓郎 welcome@ucl.nuee.nagoya-u.ac.jp

水谷研究室 水谷圭一 k.mizutani@nagoya-u.jp

山里研究室 路　姍 lu.shan.f7@f.mail.nagoya-u.ac.jp

粟野研究室 粟野皓光 awano@nagoya-u.jp

小川研究グループ 窪田智徳 kubota.tomonori.t5@f.mail.nagoya-u.ac.jp, ogawa.kohei.k3@f.mail.nagoya-u.ac.jp

岩田(哲)研究室 岩田　哲 tetsu.iwata@nagoya-u.jp

道木研究室 舟洞佑記 funabora@nagoya-u.jp
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